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(1) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

石
巻
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
十
―

一年
三

月

一
日
付
で
、
祝
田
浜
常
夜
燈
と
、
江
島
サ

ッ

パ
の
二
点
を
市
の
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
指
定
で
市
指
定
文
化
財
は
合
計
二
十

二
件
に
な
り
、
県
指
定
文
化
財
、
国
指
定
文
化

財
を
含
め
る
と
二
十
九
件
に
な
り
ま
す
C

今
回
指
定
し
た
文
化
財
に
つ
い
て
概
要
を
紹

介
し
ま
す
。金

華
山
道
標
「
常
夜
燈
」

江
戸
時
代
に
な
り
、
庶
民
の
生
活
が
豊
か
に

な
っ
て
く
る
と
「
お
伊
勢
参
り
」
な
ど
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
神
社
に
お
参
り
す
る
と
い
う
民

間
信
仰
が
人
々
の
中
に
広
ま
り
、

「
講
」
を
組
織

し
て
人
々
が
お
金
を
貯
め
‘
代
表
者
が
神
社
に

お
参
り
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

金
華
山
信
仰
も
そ
う
し
た
も
の
の

―
つ
で
、

牡
鹿
町
の
金
華
山
に
お
参
り
に
行
く
も
の
で
す
。

お
参
り
に
行
く
人
々
が
通
っ
た
道
は
「
金
華

山
道
」
と
い
わ
れ
、

仙
台
の
国
分
町
が
そ
の
出

発
点
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
道
は
、
大
街
道
か
ら
石
巻
市
内
に
入
り
、

鰐
山
を
越
え
、
現
在
の
石
巻
小
学
校
の
北
側
付

近
を
通
り
、
住
吉
で
北
上
川
を
渡
り
、
湊
、
渡

波
地
区
を
通
り
‘
牡
鹿
半
島
の
各
地
区
を
通
っ

て
金
華
山
に
い
た
る
も
の
で
、
こ
の
道
筋
は
現

在、

一
部
を
除
い
て
国
道
や
県
道
な
ど
に
な
っ

て
残

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
街
道
に
は
道
し
る
べ
と
し
て
、

道
標
や

一
里
塚
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

石
巻
市
内
で
は
現
在
、
今
年
度
市
の
文
化
財

に
指
定
し
た
祝
田
浜
常
夜
燈
の
ほ
か
に
大
街
道

の
交
差
点
、
永
巌
寺
前
、
湊
根
上
松
に
道
標
が

あ
り
ま
す
が
、
昔
は
も
っ
と
多
く
の
道
標
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

祝
田
浜
常
夜
燈
は
、
江
戸
時
代
、
文
化
十
年

（
一
八

―――-
）
に
塩
田
の
釜
主
ら
五
人
に
よ
っ
て

建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
金
華
山
道
の
祝
田
浜
側

の
渡
船
場
だ
っ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
常
夜
燈
は
、
升
内
石
で
制
作
さ
れ
た
も

の
で
、
石
垣
を
築
き
、
そ
の
上
に
明
か
り
を
と

も
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

。

正
面
•
東
側
の

石
垣
に
は

「永
代
燈
」
の
文
字
と
寄
進
者
の
名

前
な
ど
が
刻
ま
れ
、
北
面
の
石
垣
に
は
、
祝
田

浜
か
ら
金
華
山
ま
で
の
陸
路
と
海
路
の
里
程
と
、

途
中
の
各
地
区
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
金

華
山
ま
で
の
当
時
の
道
筋
を
推
定
で
き
る
も
の

で
す
。
こ
の
常
夜
燈
は
、
建
て
ら
れ
た
場
所
か
ら
ほ

と
ん
ど
動
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
当
時
の

よ
う
す
を
よ
く
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、

江
戸
時
代
の
金
華
山
信
仰
や
、
金
華
山
道
、
街

道
の
よ
う
す
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
貨
重

な
も
の
で
あ
る
た
め
、
市
の
文
化
財
に
指
定
し

保
設
を
は
か
る
も
の
で
す
。

新
指
定
の
文
化
財

平
成
十

一
年
度

石
巻
地
方
沿
岸
部
は
、
昭
和
三
十
年
代
頃
か

ら
軽
く
て
強
度
の
あ
る
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
船

(
F
R
P
船
）
が
普
及
し
始
め
た
こ
と
や
、
木
造

船
を
制
作
で
き
る
人
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
木
造
船
自
体
作
ら
れ
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
石
巻
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
伝
統

的
な
和
船
の
建
造
技
術
を
後
世
に
残
す
た
め
祝

田
の
阿
部
忠
雄
氏
に
、
木
造
和
船
新
造
を
依
頼

し
ま
し
た
。
平
成
三
年
七
月
に
造
船
を
開
始
し
、

同
年
九
月
に
船
下
ろ
し
し
ま
し
た
。

こ
の
船
は
、
ア
ワ
ピ
取
り
に
使
わ
れ
る
船
で

あ
り
、
船
型
が
ず
ん
ど
う
で
、
深
さ
が
あ
り
紬

先
（
へ
さ
き
）
が
立
っ
て
い
る
な
ど
の
特
徴
が

あ
る
船
で
、
磯
浜
の
風
波
に
対
応
し
た
構
造
を

持
っ
た
も
の
で
あ
り
、
木
造
和
船
の
構
造
や
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
木
造
和
船
建
造
技
術
を
知
る
上

で
大
変
貨
重
な
も
の
で
す
。

こ
の
船
は
現
在
、
石
巻
文
化
セ
ン
タ
ー
に
櫓

や
櫂
な
ど
の
付
属
道
具
を
あ
わ
せ
、
展
示
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
市
に
文
化
財
に

指
定
し
、
保
護
を
は
か
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
文
化
財
は
、
石
巻
市
の
み
な
ら
ず
‘

国
民
共
有
の
財
産
と
し
て
、
ま
た
、
昔
を
知
る

た
め
の
貨
重
な
資
料
と
し
て
、
と
て
も
大
切
な

も
の
で
す
の
で
、
永
く
保
存
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

木
造
和
船
「
江
ノ
島
サ
ッ
パ
」付
属
道
具
九
点
付
き

木造和船 江ノ島サッパ

--. 

． 

祝田浜常夜燈



石 巻 市 文 化 財 だ よ り (2) 

新
金
沼
遺
跡
発
掘
調
査
報
告

I

調
査
実
施
要
綱

【追
跡
所
在
地
】

石
巻
市
蛇
田
字
新
金
沼

【調
査
対
象
面
梢
】

約
六
六

0
0
2rn

【調
査
期
間
】

平
成
十

一
年
五
月
十
七
日
か
ら

平
成
＋
―
一年
三
月
三
十

一
日

【整
理
作
業
期
間
】

平
成
十

一
年
四
月
＋
―
-日
か
ら

平
成
十
二
年
三
月
三
十

一
日

【調
査
主
体
】

石
巻
市
教
育
委
員
会

【調
査
担
当
者
】

石
巻
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
文
化
係

主

杏

芳

賀

英

実

文
化
係
主
事
古
沢
亜
希
子

文
化
係

嘱

託

今

野

勝

成

【調
査
参
加
者
】

大

橋

隆

雄

岡

千

恵

加
藤
寿
美
子

黒

田

茂

宣

穀

田

吉

夫

西

條

芳

子

斉

藤

貨

志

斉

藤

初

弥

斉

藤

よ

し

子

佐

々

木

規

悌

菅

原

千

恵

長

谷

川
信
雄

千

菓

典

子

三
浦

実

社
会
貢
献
活
動
体
験
学
習
（
教
員
）

青
山

正

興

阿

部

昭

栂

小

山

弘
子

佐
々
木
朗
則

田

口

京

子

戸

沢

拓

也

八
重
樫
紀
子

山
内

聡

平
成
十

一
年
度

【整
理
作
業
参
加
者
】

葛

西

ふ

み

末

永

茂
木
希
巳
江
八
木

II

調
査
の
概
要

ー

は

じ

め

に

新
金
沼
遺
跡
は
、
付
近
の
畑
な
ど
の
耕
地
を

分
布
調
査
し
た
際
に
、
土
器
片
（
土
師
器

・
須

恵
器
）
や
鉄
滓
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
古

墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
集
落
や
生

産
迫
構
（
製
鉄
施
設
等
）
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
た
遺
跡
で
す
。

新
金
沼
追
跡
の
発
掘
は
、
平
成
一―
一
年
度
か
ら

平
成
五
年
度
ま
で
高
規
格
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
建
設
（
県
道
）
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
閲
杏

を
実
施
し
、
平
成
七
年
度
か
ら
建
設
省
束
北
地

方
建
設
局
の

「三
陸
縦
貰
自
動
車
道
」
建
設
工

事
に
伴
う
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

発
掘
開
査
の
結
果
と
し
て
は
、
平
成
三
年
度

か
ら
五
年
度
ま
で
の
調
査
で
は
、
追
構
・
追
物

な
ど
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
七

年
度
か
ら
平
成
十

一
年
度
の
調
査
で
は
、
古
墳

時
代
前
期
（
四
世
紀
頃
）
の
住
居
跡
や
溝
跡
が

見
つ
か

っ
て

い
ま
す
。

2

新
金
沼
遺
跡
の
位
置
と
環
境

新
金
沼
追
跡
は
、
石
巻
市
の
中
心
部
か
ら
約

四
km
西
に
あ
り
、
河
南
町
の
須
江
丘
陵
東
に
の

び
る
標
高
約
一
•
五
～
·
七
m
の
微
高
地
上

に
形
成
さ
れ
た
迫
跡
で
す
。

千
秋
佳
奈

三
浦
木
村

瞳美
穂

追
跡
範
囲
の
現
況
は
水
田
・
畑
地

・
宅
地
等

で
す
が
、
発
掘
閲
査
等
の
結
果
か
ら
新
金
沼
迫

跡
周
辺
は
、
海
退
に
よ
る
浜
堤
と
河
川
に
よ
る

自
然
堤
防
が
交
差
し
て
お
り
‘
湿
地
と
小
高
い

平
坦
地
と
が
入
り
組
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
と

こ
ろ
で
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
古
代
の
人
々

が
生
活
を
営
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

新
金
沼
迫
跡
の
北
西
約
二
km
の
と
こ
ろ
に
は

古
墳
時
代
前
期
の
方
形
周
溝
募
な
ど
が
見
つ
か

っ
た
新
山
崎
追
跡
が
あ
り
、
さ
ら
に
北
へ
行
く

と
河
南
町
須
江
丘
陵
の
追
跡
群
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
浜
堤
上
の
西
側
に
は
弥
生
時
代

か
ら
奈
良
•
平
安
時
代
の
追
構
が
見
つ
か
っ
て

い
る
矢
本
町
の
小
松
追
跡
や
赤
井
追
跡
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、
新
金
沼
迫
跡
の
東
側
に
は
古
墳
時
代

前
期
か
ら
奈
良

•

平
安
時
代
の
追
構
が
見
つ
か

っ
て
い
る
田
道
町
追
跡
や
清
水
尻
追
跡
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
北
上
川
の
東
側
に
あ
る

渡
波
に
あ
る
鹿
松
貝
塚
の
発
掘
調
脊
で
も
、
古

墳
時
代
前
期
の
住
居
跡
が

一―
軒
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
3

発
見
さ
れ
た
遺
構
と
遺
物

新
金
沼
迎
跡
か
ら
は
、
分
布
調
査
等
で
古
墳

時
代
前
期

・

後
期
の
土
師
器
片
や
奈
良
•
平
安

時
代
の
須
恵
器
片
、
時
代
不
明
の
鉄
滓
な
ど
が

見
つ
か

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調

査
で
弥
生
時
代
の
追
物
と
古
墳
時
代
前
期
の
住

居
跡
三
十
五
軒
、
土
堀
（
人
為
的
に
掘
ら
れ
た

穴
）
六
基
や
奈
良
•
平
安
時
代
の
遺
物
、
溝
跡

中
世
陶
器
な
ど
が
見
つ
か

っ
て

い
ま
す
。

平
成
十

一
年
度
の
発
掘
調
査
で
も
‘
弥
生
時

代
の
土
器
や
古
墳
時
代
前
期
の
住
居
跡
が
三
軒‘

土
堀
が
数
基
と
古
培
時
代
前
期
の
土
師
器
が
多

数
見
つ
か
り
ま
し
た
。

【住
居
跡
】

こ
れ
ま
で
新
金
沼
逍
跡
か
ら
は
三
十
五
軒
の

住
居
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

の
関
査
で
も
三
軒
の
住
居
跡
が
見
つ
か
り
、
合

計
し
て
三
十
八
軒
に
な
り
ま
し
た
。

住
居
の
平
面
は
方
形
を
呈
し
て
お
り
‘
一
辺

が
約
三

m
ほ
ど
の
小
型
の
も
の
と

一
辺
が
約
四

ー
五

m
ほ
ど
の
も
の
や
六

m
前
後
の
中
型
の
も

の‘

一
辺
が
約
七

m
の
や
や
大
き
な
も
の
に
大

き
く
分
類
さ
れ
、
住
居
跡
の
多
く
は
、
四
ー
五

m
の
中
型
の
も
の
で
す
。

ま
た
、
炭
化
材
が
出
土
し
た
住
居
跡
や
灰
白

色
火
山
灰
が
検
出
さ
れ
た
住
居
跡
が
あ
り
ま
す
。

炭
化
材
は
約
六
割
の
住
居
跡
か
ら
見
つ
か
り
、

住
居
跡
の

一
軒
か
ら
は
屋
根
を
葺
い
た
カ
ヤ
や

梁
、
桁
材
、
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
た
と
思
わ
れ

る
植
物
の
ツ
ル
な
ど
が
炭
化
し
て
残
っ
て
い
ま

し
た
。
灰
白
色
火
山
灰
は
、
半
数
の
住
居
に
見
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
火
山
灰
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
‘

十
世
紀
前
半
に
降
下
し
た
十
和
田
火
山
の
も
の

と
わ
か
り
古
墳
時
代
前
期
の
住
居
が
廃
絶
し
た

あ
と
住
居
は
埋
ま
り
き
ら
ず
に
窪
ん
だ
ま
ま
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
住
居

の
重
複
が
少
な
い
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
ま
す
。

遺
構
の
範
囲
と
し
て
は
、
調
査
地
点
の
全
域

か
ら
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

地
形
を
見
る
と

北
東
部
と
南
部
に
傾
斜
し
、
お
ち
こ
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
迫
跡
は
こ
こ
か
ら
北
東
部
に
あ
る
新

山
崎
追
跡
の
方
に
向
か

っ
て
延
び
て
い
く
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

【追
物
】

こ
れ
ま
で
の
聞
査
で
は
、
弥
生
時
代
の
土
器

や
土
製
紡
錘
車
、
古
培
時
代
前
期
の
土
師
器
鉢
‘

高
杯
、
器
台
、
甕
‘
台
付
糊
、
壷
‘
甑
、
管
玉
‘
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ガ
ラ
ス
玉
、
石
鏃
、
石
製
品
等
が
見
つ
か

っ
た

ほ
か
北
海
道
系
の
続
縄
文
土
器
（
後
北

C
2
1

D
)

一
個
体
や
東
海
系
の
高
杯
、

二
重
口
縁
壷

の
口
縁
部
や
体
部
に
縄
目
等
の
つ
い
た
も
の
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

弥
生
時
代
の
土
器
片
や
多
数
の
古
瑣
時
代
前

期
の
土
器
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
発
掘

閲
森
と
同
時
に
追
物
の
水
洗
い
や
土
器
の
復
元

作
業
な
ど
の
整
理
作
業
も
行
い
ま
し
た
。
ま
た
‘

出
土
土
器
の
中
に
は
宮
城
県
内
で
は
あ
ま
り
見

か
け
な
い
土
器
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
が

ど
こ
か
ら
来
た
の
か
解
明
す
る
た
め
に
現
地
謂

査
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
昨
年
度
出
土
し
た
注
ぎ
口
と
思

わ
れ
る
穴
が
二
つ
あ
る
土
器
の
類
例
を
調
べ
る

た
め
茨
城
県
内
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
三
つ
の
土
器
を
管
で
つ
な
い
だ
よ
う
な

「
三
連
結
土
器
」
と
い
わ
れ
る
も
の
に
似
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

新
金
沼
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
土
器
の
中

に
は
関
東
地
方
で
出
土
し
て
い
る
東
海
系
土
器

が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

三
連
結
土
器
の
制
作

方
法
が
茨
城
県
か
ら
石
巻
に
伝
わ

っ
て
い
る
可

能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、

一
方
で
は
、
新
褐
県
豊
栄
市
の
葛
塚

追
跡
で
も
、
こ
ち
ら
は
注
ぎ
口
が
二
つ
あ
る
土

器
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

同
じ
よ
う
な
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
同
時
に

続
縄
文
土
器
も
み
つ
か
る
な
ど
、
新
金
沼
追
跡

と
似
た
環
境
で
あ
る
こ
と
か
ら
比
較
検
討
が
必

要
で
す
。

【ま
と
め
】

新
金
沼
追
跡
は
、
標
高

一
．
五

i
-
．
七

m

の
浜
堤
に
立
地
し
て
お
り
‘
弥
生
時
代
か
ら
平

安
時
代
の
土
器
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
住

第37号住居路 遺物出土状況

居
跡
な
ど
の
追
構
は
ほ
と
ん
ど
古
墳
時
代
前
期

の
も
の
で
す
。

住
居
跡
の
多
く
は
炭
化
材
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
焼
失
住
居
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
半

数
の
住
居
の
埋
土
に
灰
白
色
火
山
灰
が
み
ら
れ

ま
す
。
古
培
時
代
前
期

（塩
瑚
式
）
の
土
師
器
等
多

く
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
追
物
の
中

に
は
北
海
道
系
の
続
縄
文
土
器
や
東
海
系
の
土

器
が
見
ら
れ、

そ
れ
ら
の
地
域
と
の
交
流
を
考

え
る
上
で
貨
重
な
資
料
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

追
跡
の
立
地

（
浜
堤
上
に
位
躍
し
、
北
上
川

河
口
に
近
い
）
や
、
北
海
道
系
土
器
・
東
海
系

土
器
が
出
土
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
文
化
の
交

流
地
点
と
考
え
ら
れ
、
特
に
東
海
系
土
器
は
関

東
地
方
を
経
由
し
て
海
路
で
石
巻
に
き
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
、
新
金
沼
追
跡
は
港
的
性
格
を

呈
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

住
居
跡
の
分
布
や
地
形
を
見
る
と
、
調
査
範

囲
は
追
跡
の
東
端
と
考
え
ら
れ
、
方
形
周
溝
墓

第37号住居跡 完堀状況

が
検
出
さ
れ
た
新
山
崎
迫
跡
が
あ
る
北
西
部
に

向
か

っ
て
追
跡
が
延
び
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
土
器
の
胎
土
分
析
や
、
追
跡
か
ら
見

つ
か

っ
た
石
鏃
の
素
材
で
あ
る
黒
曜
石
の
分
析

を
行

っ
た
結
果
、
黒
曜
石
は
宮
城
県
北
の
宮
崎

町
湯
ノ
倉
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
で
て
き
ま

し
た
。
今
後
は、

発
掘
閥
査
は
終
了
し
ま
し
た
が
調

査
で
得
ら
れ
た
資
料
の
整
理
を
行
っ
て

い
く
予

定
で
す
。
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犀
毎
翡
箆
屯
＇
苦
笞

平
成
七
年
度
か
ら
石
巻
市
教
育
委
員
会
が
発

掘
閲
査
を
行

っ
て
き
ま
し
た
新
金
沼
追
跡
で
、

平
成
十
二
年
二
月
五
日
に
現
地
説
明
会
を
行
い

ま
し
た
。

冬
の
寒
い
時
期
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
二

百
人
近
く
の
人
が
説
明
会
に
参
加
し
‘
皆
、
興

味
深
げ
に
発
掘
さ
れ
た
土
器
や
竪
穴
住
居
跡
を

見
学
し
た
り
‘
担
当
者
に
質
問
を
し
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

今
回
の
現
地
説
明
会
は
、
新
金
沼
迫
跡
の
発

掘
調
査
の
最
終
年
度
に
あ
た
る
た
め
、

今
ま
で

の
発
掘
調
査
の
成
果
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
と
‘
注
口
が

二
つ
つ
い
た
よ
う

な
形
を
し
た
珍
し
い
土
器
や
躾
落
跡
で
は
ほ
と

ん
ど
見
つ
か
る
こ
と
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る

ガ
ラ
ス
屯
‘
管
玉
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
行

っ
た
も
の
で
す
。

新
金
沼
逍
跡
は
、
古
培
時
代
前
期
の
媒
落
迫

跡
で
、
こ
れ
ま
で
に
竪
穴
住
居
跡
が
四
十
軒
近

く
見
つ
か
っ
て
お
り
、
石
巻
地
方
に
お
け
る
古

墳
時
代
の
初
め
頃
の
大
き
な
躾
落
の
ひ
と
つ
で

あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

竪
穴
住
居
跡
か
ら
は
多
く
の
土
器
が
床
に
溜

い
た
ま
ま
と
考
え
ら
れ
る
状
態
で
見
つ
か
る
と

と
も
に
、
屋
根
材
な
ど
が
炭
化
し
た
状
態
で
見

つ
か
り
、
新
金
沼
迫
跡
に
住
ん
だ
人
々
が
当
時

ど
の
よ
う
な
土
器
を
使
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ

と
や
‘
竪
穴
住
居
の
生
活
空
間
の
使
い
方
と
い

平
成
十

一
年
度

う
事
を
知
る
上
で
貨
軍
な
成
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、
特
箪
す
べ
き
成
果
と
し
て
、
関
東
地

方
や
そ
れ
よ
り
西
の
文
化
の
影
評
が
考
え
ら
れ

る
縄
文
を
施
し
た
土
器
や
、
こ
の
こ
ろ
の
北
海

道
で
使
わ
れ
た
土
器
で
あ
る

「続
縄
文
土
器
」

な
ど
が
出
土
し
、
こ
れ
ま
で
、
石
巻
地
方
で
は

ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
古
墳
時
代
は
じ

め
の
関
東
地
方
や
、
北
海
道
の
人
々
と
の
も
の

や
人
の
交
流
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
非
常
に

貨
重
な
成
果
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
古
墳
や
、
豪
族
の
屋
敷
の
跡
か
ら
出

土
す
る
例
あ
り
ま
す
が
、
住
居
跡
か
ら
出
土
す

る
こ
と
は
非
常
に
珍
し
い
ガ
ラ
ス
王
や
管
玉
と

い
っ
た
装
飾
品
も
見
つ
か
り
、
楽
族
か
祭
祀
を

行

っ
た
人
物
が
こ
こ
に
い
た
可
能
性
が
高
く
な

り
、
新
金
沼
追
跡
で
の
人
々
の
生
活
な
ど
の
様

子
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

注
口
土
僻
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
お
椀
形
を

し
た
上
器
の
下
の
方
に
注
ぎ
口
の
よ
う
な
穴
を

―
―
つ
持
つ
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
も
の
は
、

東
北
地
方
の
古
墳
時
代
前
期
の
土
師
器
と
い
わ

れ
る
上
器
の
な
か
に
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
、
北

海
道
の
上
器
に
も
同
じ
よ
う
な
も
の
が
ほ
と
ん

ど
認
め
ら
れ
な
い
き
わ
め
て
珍
し
い
も
の
で
す
。

こ
の
土
器
に
つ
い
て
は
、
ご
く
少
数
で
す
が

茨
城
県
や
東
海
地
方
で
見
つ
か
っ
て
い
る
カ
メ

や
鉢
な
ど
を

3
つ、

三
角
形
を
作
る
よ
う
に
つ

な
げ
た
よ
う
な

「三
連
結
土
器
」
と
い
わ
れ
る

土
器
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
も
の

は
祭
祀
の
目
的
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
ま
た
、

全
国
的
に
も
出
上
例
が
多
く

な
く
、
非
常
に
特
徴
の
あ
る
も
の
で
す
。

石
巻
市
内
の
追
跡
か
ら
こ
の
よ
う
な
も
の
が

で
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
古
墳
時
代
前
期
に

関
東
地
方
や
、
そ
の
ほ
か
の
文
化
が
、
途
中
で

他
の
地
方
の
文
化
の
影
牌
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
石
巻
ま
で
伝
わ

っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
も
の
で
す
。

新
金
沼
追
跡
は
、
平
成
十

一
年
度
で
発
掘
閲

査
が
終
了
し
、
そ
の
後
は
埋
め
も
ど
さ
れ
、
高

規
格
道
が
建
設
さ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
出
土
し

た
上
器
は
石
巻
の
古
培
時
代
を
解
明
す
る
上
で

非
常
に
貨
重
な
も
の
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
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石
巻
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
十

一
年
度
、

合
計
―

一件
の
文
化
財
の
補
修
工
事
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
転
倒
や
崩
壊
な
ど
に
よ
っ
て
文

化
財
が
失
わ
れ
た
り
、
損
似
し
た
り
す
る
こ
と

を
防
ぐ
こ
と
や
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
や
建
物
に

被
害
が
及
ば
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
行
わ
れ
る

も
の
で
す
。

工
事
の
際
に
は
、
で
き
る
だ
け
現
代
の
エ
法

を
使
わ
ず
、
現
状
を
変
え
な
い
よ
う
に
注
意
し

た
上
で
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

梨
木
畑
石
碑
転
倒
防
止
工
事

石
巻
市
渡
波
字
梨
木
畑
地
区
に
‘
久
米
幸
太

郎
に
あ
だ
を
討
た
れ
た
滝
沢
休
右
衛
門
と
い
う

人
物
の
胴
が
ら
塚
と
い
う
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

久
米
幸
太
郎
は
‘
幕
末
の
新
発
田
藩
（
現
在

の
新
潟
県
）
の
藩
士
で
、
四
十

一
年
間
も
の
長

い
時
間
を
か
け
て
父
親
の
あ
だ
を
討
っ
た
人
物

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
当
時
現
場

に
居
合
わ
せ
た
人
々
か
ら
の
聞
き
告
き
が
残
っ

て
お
り
、
仇
討
ち
が
実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貨
重
な
も

の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

仇
討
ち
が
行
わ
れ
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
出

来
事
は
、
諸
説
あ
り
ま
す
が
‘
久
米
幸
太
郎
の

父
弥
五
兵
衛
は
‘
藩
士
の
家
で
行
わ
れ
た
囲
碁

大
会
で
、
滝
沢
休
右
術
門
と
言
い
争
い
と
な
り
、

そ
の
結
果
‘
休
右
衛
門
に
斬
り
殺
さ
れ
、
休
右

衛
門
は
そ
の
ま
ま
、
行
方
を
く
ら
ま
し
ま
し
た
。

幸
太
郎
は
、
父
の
か
た
き
を
討
つ
決
意
を
し

全
国
を
探
し
歩
く
う
ち
、
石
巻
に
休
右
衛
門
が

い
る
こ
と
を
知
り
、
渡
波
の
Ji
十
鈴
神
社
周
辺

で
僧
の
姿
を
し
て
い
た
休
右
衛
門
を
討
っ
た
の

で
す
。
そ
の
後
、
地
元
の
人
が
現
場
に
残
さ
れ
た
休

右
衛
門
の
胴
体
を
埋
め
て
供
捉
し
た
の
が

「胴

が
ら
塚
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
石
碑
が
永

い
年
月
の
う
ち
に
傾
き
は
じ
め
て
お
り
、
大
雨

な
ど
で
地
盤
が
ゆ
る
ん
だ
際
‘
転
倒
し
、
民
家

に
被
害
が
で
る
危
険
性
が
あ
っ
た
の
で
、
石
碑

の
転
倒
防
止
の
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

工
事
は
、
石
碑
を
ま

っ
す
ぐ
に
建
て
直
し
、

転
但
し
な
い
よ
う
に
周
り
を
補
強
す
る
も
の
で

し
た
。
こ
の
工
事
に
よ
り
、
久
米
幸
太
郎
の
仇

討
ち
を
伝
え
る
こ
の
石
碑
が
永
く
後
世
ま
で
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

祝
田
浜
常
夜
燈
崩
壊
防
止
工
事

渡
波
地
区
に
は
、
江
戸
時
代
、
金
華
山
ま
で

の
道
筋
に
建
て
ら
れ
た
道
標
の

―
つ
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
金
華
山
道
の
祝
田
浜
の
舟
渡
場

に
設
誼
さ
れ
た
も
の
で
、
金
華
山
へ
行
く
船
な

ど
の
目
標
と
な
る
灯
台
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
道
標
は
、
台
形
に
石
垣
を
作
り
、
そ
の

上
に
火
袋
と
届
根
を
設
け
、
明
か
り
を
と
も
せ

る
よ
う
に
し
た
も
の
で
、
石
垣
部
分
に
は

「永

代
燈
」
の
名
前
と
共
に
寄
進
者
で
あ
る
塩
田
釜

文
化
財
補
修
工
事

平
成
十

一
年
度

／輝

燈・

----．． 

主
の
名
前
‘

寄
進
し
た
年
代
、
そ
し
て
祝
田
か

ら
金
華
山
ま
で
の
陸
路
と
海
上
と
の
里
程
を
記

し
た
も
の
で
す
。

こ
の
常
夜
燈
の
石
垣
部
分
が
、
永
い
年
月
の

間
に
ず
れ
が
生
じ
、
地
裳
な
ど
が
起
き
れ
ば
崩

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
崩
れ
れ

ば
、
祝
田
地
区
の
生
活
道
路
に
崩
れ
落
ち
、
通

行
人
に
被
害
が
及
ぶ
危
険
性
が
考
え
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
石
垣
を
積
み
直
し
、
補
修
す
る
必
要

が
生
じ
ま
し
た
。

工
事
は
、
石
垣
を

一
っ

―
つ
は
ず
し
て
い

っ

た
ん
解
体
し
、
新
た
に
ず
れ
を
修
正
し
な
が
ら

石
垣
を
栢
ん
で
い
き
、
ま
た
補
修
を
行
う
も
の

で
し
た
。

文
化
財
は
な
る
べ
く
今
残

っ
て
い
る
様
子
の

ま
ま
で
後
世
ま
で
残
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
が
、
現
状
の
ま
ま
で
は
崩
壊
す
る
危
険
性
や
、

保
存
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
補
修
な
ど
を
お
こ
な
い
後
世
ま
で
永
く

残
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。



石 巻 市 文 化 財 だ ょ り (6) 

平
成
十

一
年
度
の
文
化
財
め
ぐ
り
は
、
岩
手

県
遠
野
市
方
面
と
北
上
市
・
水
沢
市
方
面
、
そ

れ
に
市
内
の
牡
鹿
一二
十
三
所
札
所
め
ぐ
り
を
実

施
し
ま
し
た
。

第

一
回

【遠
野
の
文
化
財
を
た
ず
ね
て
】

日

時

平

成

十

一
年
九
月
十
九

H

講

師

石

垣

宏

文
化
財
保
陵
委
員

参

加

者

四

十
二
名

八
時
に
市
役
所
を
出
発
し
、
東
北
自
動
車
道

を
利
用
し
、
北
上
市
を
経
由
し
て
遠
野
へ
向
か

い
ま
し
た
。

遠
野
で
は
、
ま
ず
、
遠
野
市
立
薄
物
館
を
見
学

し
ま
し
た
。
博
物
館
で
は
、
山
に
囲
ま
れ
た
遠
野
の

自
然
、
歴
史
‘
馬
を
中
心
と
し
た
産
業
そ
し
て
‘
柳

田
国
男
が
著
し
た
遠
野
物
語
に
よ
っ
て
広
く
世
に

知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
昔
話
の
数
々
を
見
学
し
、

遠
野
の
風
土
や
文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

柳
田
国
男
が
遠
野
に
昔
話
の
取
材
に
来
た
と

き
泊
ま
っ
た
旅
館
や
、
晩
年
住
ん
だ
家
な
ど
を

移
築
し
た
施
設
で
あ
る
と
お
の
昔
話
村
で
は
、

語
り
部
が
語
る
生
の
昔
話
を
聞
き
、
遠
野
の
昔

や
、
数
多
く
の
昔
話
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

常
堅
寺
は
、
カ

ノ
パ
狛
犬
と
い
わ
れ
る
頭
の

上
が
く
ぼ
ん
だ
狛
犬
が
あ
る
お
寺
で
、
河
童
が

馬
を
川
に
引
き
ず
り
込
も
う
と
し
た
伝
説
が
残

る
カ

ソ
パ
淵
が
近
く
に
あ
り
ま
す
。
川
岸
に
は

河
童
を
祀
る
ほ
こ
ら
が
あ
り
、

今
に
も
河
童
が

川
か
ら
で
て
き
そ
う
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た

ま
た
、
そ
の
南
側
に
は
遠
野
物
語
に
安
部
貞

任
の
子
孫
が
住
む
と
記
さ
れ
た
屋
敷
が
あ
り
、

遥
か
昔
の
出
来
事
が
脈
々
と
生
き
て
い
る
こ
と

を
実
惑
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

伝
承
園
は
、
最
古
の
南
部
曲
が
り
屋
と
い
わ

れ
、
国
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

旧
菊
池
家
住
宅
を
中
心
と
し
た
施
設
で
、
水
車

や
遠
野
の
民
話
を
世
に
広
め
る
き

っ
か
け
を
作

っ
た
佐
々
木
喜
善
の
記
念
館
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

次
に
見
学
し
た
千
猟
家
住
宅
は
、
日
本
十
大

民
家
の

―
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
南
部
曲
が
り

屋
で
、
そ
の
大
き
さ
は
他
を
圧
倒
す
る
も
の
が

あ
り
、
鬼
が
築
い
た
と
言
わ
れ
る
石
垣
の
上
に

そ
び
え
立
つ
よ
う
に
建
て
ら
れ
た
屋
敷
は
速
く

か
ら
も
よ
く
見
え
る
ほ
ど
大
き
な
の
も
の
で
す
。

第
二
回

【北
上
•
水
沢
の
文
化
財
を
た
ず
ね
て
】

平
成
十

一
年
十
月
十
日

石
垣

宏

文
化
財
保
護
委
員

四
十
三
名

石
巻
市
役
所
を
で
て
、
東
北
自
動
車
道
を
通

り
岩
手
県
北
上
市
・
水
沢
市
の
文
化
財
を
め
ぐ

り
ま
し
た
。

ま
ず
、
岩
崎
城
を
見
学
し
ま
し
た
。
岩
崎
城

は
、
中
世
、
こ
の
地
方
に
勢
力
を
持
っ
て
い
た

和
賀
氏
が
、
豊
臣
秀
吉
に
従
わ
な
か
っ
た
た
め

の
奥
州
征
伐
に
よ
り
失

っ
た
自
分
の
領
地
を
取

り
戻
す
た
め
起
こ
し
た
反
乱
の
際
‘
最
後
に
た

て
こ
も

っ
た
城
で
、
今
は
、
深
い
空
堀
や
郭
を

ぐ
る
り
と
巡
る
よ
う
に
造
ら
れ
た
土
塁
の

一
部

な
ど
が
残

っ
て
い
ま
す
。

本
丸
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
は
天
守
閣
の
よ
う
な

形
を
し
た
岩
崎
公
民
館
が
建
て
ら
れ
、
中
は
、
和

賀
氏
関
係
や
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
な
ど
岩
崎
地
区

の
歴
史
に
関
す
る
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
ち
の
く
民
俗
村
は
、
昼
食
を
と

っ
た
展
勝

地
公
園
の
そ
ば
に
あ
り
、
同
じ
敷
地
内
に
は
北

上
市
立
隙
物
館
が
あ
り
ま
す
。
北
上
市
周
辺
に

残
る
古
民
家
や
学
校
な
ど
の
古
建
築
物
を
移

築

・
展
示
し
さ
ら
に
こ
の
敷
地
内
に
あ
る
仙
台

藩
と
の
藩
境
に
築
か
れ
た
境
塚
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
施
設
で
す
。

仙
台
藩
と
の
境
塚
は
、
江
戸
時
代
に
藩
の
境

に
つ
い
て
も
め
事
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
作
ら
れ

た
も
の
で
、
奥
羽
山
脈
か
ら
三
陸
海
岸
ま
で
お

よ
ぶ
と
い
わ
れ
、
そ
の
総
延
長
が
約

―
――
1
0
キ

ロ
に
も
な
り
ま
す
。
山
や
川
な
ど
の
自
然
の
も

の
を
境
と
せ
ず
、
人
為
的
に
塚
を
造
り
、
境
界

も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
仙
台
藩
と
盛
岡
藩
と
の
境

文
化
財
め
ぐ
り

日

時

講

師

参
加
者

平
成
十
一
年
度

界
に
つ
い
て
の
考
え
方
な
ど
を
知
る
事
が
で
き

る
貨
蛍
な
賓
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
訪
れ
た
水
沢
市
に
は
、
胆
沢
城
と
い
う

古
代
の
迫
跡
が
あ
り
ま
す
。
古
代
、
朝
廷
が
東

北
地
方
を
治
め
る
た
め
の

「鎮
守
府
」
と
い
わ

れ
る
役
所
と
し
て
設
確
し
た
も
の
で
す
。
現
在

は
そ
の
跡
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

正
方
形
に
巡
ら
さ
れ
た
築
地
塀
の
跡
に
沿
っ
て

残
る
あ
ぜ
道
や
、
鎮
守
府
八
幡
宮
な
ど
、
そ
の

頃
を
し
の
ば
せ
る
も
の
が
残
っ
て
い
ま
す
。

水
沢
市
内
の
武
家
住
宅
資
料
館
は
、

水
沢
市

が
江
戸
時
代
、
留
守
氏
（
水
沢
伊
達
氏
）
の
城

下
町
で
あ
っ
た
頃
の
武
家
屋
敷
を
公
開
し
た
も

の
で
、
当
時
の
武
家
屋
敷
の
様
子
や
そ
の
雰
囲

気
が
惑
じ
ら
れ
趣
の
あ
る
も
の
で
し
た
。
こ
こ

の
ほ
か
に
も
現
在
で
も
市
内
の
あ
ち
こ
ち
に
武

家
屋
敷
や
狭
い
路
地
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

水
沢
伊
達
家
の
家
臣
の
家
柄
で
、
関
東
大
裳
災

の
復
典
を
推
進
し
、

「大
風
呂
敷
」
の
異
名
を
と

っ
た
後
藤
新
平
の
生
家
も
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
、
水
沢
が
生
ん
だ
偉
人
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
水
沢
は
、
古
く
か
ら
灌
漑
用
水
が
造

ら
れ
て
き
た
土
地
で
す
。
そ
の
中
の
「
寿
庵
堰
」

は
仙
台
藩
士
の
後
藤
寿
庵
が
つ
く
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
用
水
は
水
沢

地
方
で

「堰
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

黒
石
寺
は
、

「蘇
民
祭
」
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ

と
で
有
名
な
お
寺
で
、
ま
た
、
平
安
時
代
に
作

ら
れ
た
仏
像
が
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
お
寺
に
現
在
残
さ
れ
て
い
る

仏
像
は
人
々
が
遠
い
昔
か
ら
残
そ
う
と
努
力
し

た
結
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
お
寺
の
方
に

仏
像
の
意
味
、
そ
の
大
切
さ
な
ど
を
詳
し
く
説

明
し
て
も
ら
い
、
文
化
財
の
大
切
さ
、
そ
し
て



(7) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

日

時

講

師

参
加
者

第

二
回

【牡
鹿
三
十
三
所
札
所
め
ぐ
り
フ
ァ
イ
ナ
ル
】

平
成
十

一
年
十
月
十
七
日

佐
藤
雄

一

文
化
財
保
隈
委
員

三
0
名

そ
れ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
の
頂
要
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

黒
石
寺
か
ら
さ
ら
に
奥
に
行
く
と
、
大
き
な

茅
葺
き
の
屋
根
の
お
寺
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
正
法
寺
は
、
江
戸
時
代
、
総
持
寺
‘
永

平
寺
と
と
も
に

「曹
洞
宗
第
三
の
本
山
」
と
し

て
栄
え
た
お
寺
で
、
本
堂
の
屋
根
は
、
茅
葺
き

で
は
日
本
一
の
大
き
さ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
も
修
行
の
道
場
と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
屋
根
の
茅
の
卦
き
替

え
の
た
め
全
体
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
れ
で
も
建
物
や
お
堂
の
中
の
様
子

に
、
み
な
感
慨
深
げ
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

牡
鹿
三
十
三
所
札
所
め
ぐ
り
は
今
回
、
水
沼

地
区
の
札
所
を
め
ぐ
り
、

真
野
の
長
谷
寺
で
納

め
と
な
り
ま
し
た
。

水
沼
で
は
、
水
沼
の
板
碑
群
、
延
喜
式
内
社

伊
去
波
夜
分
命
神
社
、
そ
れ
に
、
札
所
で
あ
る

龍
泉
院
を
見
学
し
ま
し
た
。
水
沼
の
板
碑
群
は
、

中
世
、
鎌
倉
時
代
頃
の
板
碑
が
残
る
と
こ
ろ
で
、

こ
の
場
所
に
安
楽
寺
と
い
う
寺
院
が
あ
っ
た
と

い
う
伝
承
が
残
り
、
過
去
に
河
原
石
に
お
経
の

文
字
を
古
き
込
ん
だ

二
字
一

石
経
」
と
い
う

も
の
が
出
土
し
た
所
で
す
。

延
喜
式
内
社
伊
去
波
夜
分
命
神
社
は
、
延
喜

式
と
い
う
平
安
時
代
の
法
律
に
記
さ
れ
た
神
社

の
―
つ
で
、
石
巻
周
辺
に
は
同
様
の
神
社
が
十

カ
所
あ
り
、
そ
れ
ら
は

「牡
鹿
十
座
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
急
な
山
道
を
登
り
切

っ
た
と
こ

ろ
に
社
殿
が
あ
り
ま
し
た
。

龍
泉
院
は
、
市
指
定
文
化
財
龍
泉
院
の
イ
チ

ョ
ウ
が
あ
る
お
寺
で
、
そ
の
創
建
は
中
世
に
さ

か
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ
る
古
い
お
寺
で
す
。
現

在
は
、
山
門
、
本
堂
な
ど
し
か
残

っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
以
前
は
多
く
の
お
堂
が
建
ち
並
ぶ
大
き

な
お
寺
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す

ま
た
、
真
野
で
は
三
十
三
所
の
納
め
の
寺
で

あ
る
長
谷
寺
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
お
寺
は
、

源
義
経
が
戦
勝
祈
願
を
し
た
と
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
る
寺
院
で
、
以
前
は
兜
掛
け
の
松
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
の
観
音
堂
が
三
十

三
所
札
所
の
納
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
の
お
寺
に
は
市
指
定
文
化
財
木
造
薬
師

如
来
座
像
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
仏
像
は
、
仏
師

の
名
前
が

「
四
条
東
洞
院
大
仏
師
法
眼
覚
経
」

と
坦
で
甚
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
東
北
地
方
と

京
都
の
仏
師
と
の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
も
の

で
す
。

,,' ".,-, > .. ,, ,, .-、a , • '..... 
牡鹿三十三所札所めぐり

ま
た
、
長
谷
寺
の
周
辺
は
大
伴
家
持
の
「
露

わ
け
む
秋
の
朝
気
は
遠
か
ら
で
都
は
幾
日

ま
の
の
賀
原
」
で
唱
わ
れ
た

「真
野
の
賀
原
」

で
あ
る
と
い
わ
れ
、
山
門
前
に
群
生
し
て
い
る

栞
は
都
の
方
を
恋
し
が
っ
て
そ
の
方
向
に
ば
か

り
薬
を
付
け
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
も
、
多
数
の
応
募
者
が
あ
り
‘
抽
選
で

参
加
者
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多

数
の
ご
応
募
が
あ
っ
た
こ
と
を
惑
謝
す
る
と
と

も
に
、
残
念
な
が
ら
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た

方
は
、
ま
た
、
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
文
化
財
め
ぐ
り
で
の
見
学
に
快
く
応

じ
て
く
だ
さ

っ
た
各
寺
院
‘
施
設
の
方
々
に
は

紙
上
を
惜
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

石
巻
市
内
に
は
、
平
成
十
二
年
四
月
現
在
、

国
指
定
文
化
財
が

一
一件
、
県
指
定
文
化
財
が
三

件
、
市
指
定
文
化
財
が

二
十
四
件
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
百
力
所
以

上
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

（追
跡
）
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

文
化
財
を
保
股
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
先
祖

か
ら
伝
わ
っ
た
財
産
（
文
化
財
）
を
将
来
ま
で

伝
え
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

文
化
財
は

一
度
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
そ
れ
を

元
の
よ
う
に
復
元
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で

す
。
従
っ
て
、
目
先
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
将
来
の
こ
と
を
十
分
に
考
え
た
上
で
文

化
財
の
保
殿
と
開
発
と
を
両
立
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

石
巻
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
文

化
財
を
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
標
柱

や
、
説
明
板
を
設
涸
し
て
い
ま
す
。
文
化
財
と

し
て
指
定
‘
登
録
さ
れ
て
い
る
物
や
土
地
は
‘

国
民
共
通
の
財
産
で
す
の
で
、
開
発
等
で
そ
の

現
状
を
変
更
す
る
場
合
は
法
律
や
条
令
な
ど
に

基
づ
く
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
文
化
財
で
の
土
木
工
事
や
、
宅
地

の
開
発
な
ど
現
状
を
変
え
る
よ
う
な
こ
と
を
お

こ
な
う
計
画
が
あ
る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
石
巻
市
教
育
委
員
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
‘
迫
跡
の
所
在
地
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら

の
標
柱
、
説
明
板
を
ご
参
考
い
た
だ
く
他
に

「石
巻
市
文
化
財
マ

ソ
プ
」
や
、

「宮
城
県
遺
跡

文
化
財
標
柱

製
作
設
置
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地
図
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
あ
わ
せ
く

だ
さ
い
。

平
成
十

一
年
度
は
市
内
の
文
化
財
の
う
ち
七

か
所
に
文
化
財
標
柱
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
年
度
設
箇
し
た
文
化
財
標
柱
と
、
そ
の
説

明
文
は
次
の
通
り
で
す
。

延
喜
式
内
社
零
羊
崎
神
社

延
喜
式
神
明
帳
に
み
え
る
、
い
わ
ゆ
る
延
喜

式
内
社
で
‘
牡
鹿
十
座
の
箪
頭
で
あ
る
。
祭
神

は
豊
玉
彦
命
。
拝
殿
は
江
戸
時
代
、
牧
山
に
あ

っ
た
長
禅
寺
（
牧
山
観
音
）
の
迫
構
で
あ
る
。

平
形
館
跡

標
高

一
八
0
メ
ー
ト
ル
の
山
項
に
槃
か
れ
た

中
世
の
城
館
。
規
模
は
小
さ
い
が
、
平
場
、
空

堀
、
土
塁
が
形
よ
く
配
箇
さ
れ
た
山
城
の
典
型

的
な
例
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
昔
の
ま
ま
保
存
さ

れ
て
い
る
数
少
な
い
館
跡
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

館
主
は
不
明
だ
が
、
安
倍
貞
任
の
居
館
で
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

湊
小
学
校
遺
跡

過
去
に
蕨
手
刀
（
六

i
七
世
紀
頃
の
柄
が
ワ

ラ
ビ
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
刀
）
が
出
土
し

て
い
る
追
跡
で
、
隣
接
す
る
五
松
山
洞
窟
追
跡

と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。

石
巻
市
指
定
文
化
財
多
福
院
板
碑
群

本
板
碑
群
八
十
八
基
は
石
巻
指
定
文
化
財
で

あ
り
、
当
市
お
よ
び
北
上
川
流
域
の
中
世
史
を

理
解
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

あ
る
。

草
刈
山
板
碑
群

本
板
碑
群
は
、
御
所
入
草
刈
山
地
区
か
ら
移

転
し
た
大
型
の
板
碑
群
で
、
特
に
吉
野
先
帝
菩

提
碑
と
同
じ

「奉
為
」
と
刻
さ
れ
る
表
現
は
、

そ
の
年
代
を
考
え
る
上
で
貨
重
で
あ
る
。

釜
西
古
墳

こ
の
追
跡
は
元
来
円
泊
で
、
高
さ
四
メ
ー
ト

ル
、
直
径
役
十
五
メ
ー
ト
ル
程
度
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
残
存
す
る
墳
丘
が
半

壊
し
変
形
し
て
い
る
た
め
、
築
造
年
代
や
埋
葬

状
況
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

京
ヶ
森
館
跡

標
高
約
二
八
0
メ
ー
ト
ル
、
市
内
に
あ
る
館

跡
と
し
て
は
最
も
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
北
と

南
に
は
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
空
堀
が
敵
の
侵
入
を

防
ぎ
、
特
に
南
側
に
は
門
跡
、
通
路
跡
と
思
わ

れ
る
＜
ぼ
地
も
残
っ
て
い
る
。
そ
の
昔
、
安
倍

貞
任
が
源
義
家
と
戦
っ
た
と
き
に
構
え
た
館
で

あ
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
二
十
五
年

一
月
一
―十
六
日
は
奈
良
県
の

法
隆
寺
金
堂
が
火
事
に
よ
り
全
焼
し
、

貨
重
な

壁
画
が
焼
損
し
て
し
ま

っ
た
日
で
す
。

こ
の
火
災
を
機
に
、
毎
年

一
月
二
十
六
日
を

文
化
財
防
火
デ
ー
と
し
て
全
国
で
文
化
財
の
防

火
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

石
巻
市
教
育
委
員
会
で
も
‘
貨
重
な
文
化
財

を
火
災
か
ら
守
り
、
ま
た
、
文
化
財
を
愛
腋
す

る
思
想
を
広
く
普
及
さ
せ
る
た
め
、
毎
年
文
化

財
防
火
デ
ー
に
指
定
文
化
財
を
対
象
に
し
た
防

火
訓
線
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
十

一
年
度

は
、
市
指
定
文
化
財
奉
納
絵
馬

「黒
馬
の
図
」

「白
馬
の
図
」
と

「長
禅
寺
扁
額
」
の
あ
る
、
牧

山
の
零
羊
崎
神
社
を
対
象
と
し
て
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

奉
納
絵
馬

「黒
馬
の
図
」
「
白
馬
の
図
」
は
、

い
ず
れ
も
江
戸
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、

ど
ち
ら
も
よ
い
天
気
が
続
く
こ
と
を
願

っ
て
奉

納
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

絵
馬
は
保
存
が
良
く
、
か
つ
市
内
の
絵
馬
の
中

で
は
大
き
な
も
の
で
す
。

ま
た
、

「長
禅
寺
扁
額
」
は
、
江
戸
時
代
‘

零

羊
崎
神
社
の
社
殿
が
長
禅
寺
と
い
う
お
寺
の
本

堂
で
あ

っ
た
と
き
の
も
の
で
、
中
国
の
支
那
悦

峯
の
害
で
、
内
道
史
上
で
も
貨
里
な
も
の
で
す
。

明
治
時
代
に
な
り
長
禅
寺
が
廃
寺
に
な

っ
て
以

降
‘
零
羊
崎
神
社
の
拝
殿
と
し
て
使
わ
れ
て
お

り
、
寺
院
の
本
堂
で
あ

っ
た
頃
の
而
影
を
残
し

た
建
物
と
な

っ
て
い
ま
す
。

天
気
は
良
か

っ
た
の
で
す
が
、

雪
が
残
る
寒

い
日
に
‘

零
羊
崎
神
社
の
拝
殿
か
ら
出
火
し
て

い
る
の
を
宮
司
が
見
つ
け
、
初
期
消
火
す
る
も

の
の
失
敗
し
、

文
化
財
に
延
焼
の
お
そ
れ
が
あ

る
と
い
う
想
定
で
消
火
訓
練
‘
文
化
財
の
搬
出

訓
練
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、

今
ま
で
と
違

っ
て
水
の
確
保
が
難

し
い
場
所
で
の
消
火
訓
練
と
あ

っ
て
、
文
化
財

の
搬
出
、
消
防
に
よ
る
消
火
訓
練
と
‘
み
な
真

剣
な
面
も
ち
で
訓
練
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

零
羊
崎
神
社
の
桜
谷
宮
司
を
始
め
、
氏
子
の

み
な
さ
ん
、
そ
れ
に
消
防
署
‘
消
防
団
の
み
な

さ
ん
に
は
寒
い
中
訓
練
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
紙
面
を
借
り
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

文
化
財
防
火
デ
ー

平
成
十

一
年
度
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他

本
節
は
、
平
成
九
年
度
か
ら
平
成
十
年
に
か

け
て
実
施
し
ま
し
た
石
巻
城
跡
の
発
掘
調
査
の

成
果
報
告
で
す
。
平
成
九
年
度
に
調
沓
し
た
地

点
の
調
査
概
要
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、

「石
巻

市
文
化
財
だ
よ
り
」
第
二
十
七
号
で
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
、
平
成
十
年
度
に
新
た

な
地
点
の
調
査
を
実
施
し
た
た
め
、

今
回
は
、

こ
れ
ら
の
調
査
成
果
を
ま
と
め
て
報
告
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。
な
お
、
報
告
の
作
成
段
階
で
、

既
に
報
告
さ
れ
て
い
る
内
容
に
変
更
が
生
じ
た

部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
本
篇
が
俊
先
さ
れ
ま
す
。

I

調
査
実
施
要
綱

【遺
跡
所
在
地
】

石
巻
市
日
和
が
丘
二
丁
目

【
調
査
対
象
面
積
】

（第
一
地
点
）
約

―
―
1
0
0
,m
 

（第
二
地
点
）

約

六

0
,m

【
調
査
期
間
】

（第
＿
地
点
）
平
成
九
年
十

一
月
二
十
五
日

ー
三
月
三
十

一
日

（第
二
地
点
）
平
成
十
年
十

一
月
四
日

1
平
成
十
二
年
二
月
三
日

【
調
査
主
体
】

石
巻
市
教
育
委
員
会

【
調
査
担
当
者
】

（第
＿
地
点
）
石
巻
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
文
化
係

主

任

主

事

木

給

亮

（第
二
地
点
）
石
巻
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
文
化
係

主
任
主
事

木

姪

亮

同

主

事

阿
部

同

嘱

託

員

古

澤

【
調
査
作
業
員
】

（
順
不
同
）

（第
＿
地
点
）

邊
見
消
――

斎
藤
初
弥
斎
藤
よ
し
子

（第
二
地
点
）

岡

千

恵

加

藤

寿

美
子

【
調
査
協
力
】

鹿
島
御
児
神
社

社
団
法
人
石
巻
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

II

調
査
に
至
る
経
過

1

第
＿
地
点

平
成
八
年
度
に
、
石
巻
市
建
設
部
都
市
計
画

課
か
ら
石
巻
市
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、
石
巻
城

跡
お
よ
び
日
和
山
神
社
経
塚
（
き
ょ
う
づ
か
）
の
埋

蔵
文
化
財
包
蔵
地
（
追
跡
）
内
（
第
1
図

15.83
)

に
お
い
て
、
日
和
山
公
園
駐
車
場
を
新
た
に
造
る

た
め
の
工
事
の
計
画
が
あ
る
旨
の
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
た
石
巻
市
教
育
委
員
会

で
は
、
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
日
和
山

神
社
経
塚
お
よ
ぴ
石
巻
城
跡
の
、
発
掘
調
査
に

よ
る
「
記
録
に
よ
る
保
存
」
の
た
め
に
、
平
成
九
年

十

一
月
か
ら
発
掘
隅
査
を
開
始
す
る
に
至
り
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
土
墓
（
ど
る
い
）
や
空
堀
（
か

ら
ぼ
り
）
な
ど
、
中
世
の
館
跡
（
た
て
あ
と

山
城）

に
見
ら
れ
る
追
構
が
発
見
さ
れ
、
中
世
筍
西
氏

の
居
城
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
日
和
山
に

お
け
る
館
跡
の
存
在
が
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

と
い
う
考
古
学
的
な
方
法
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ

た
た
め
‘
空
堀
の
部
分
を
埋
め
戻
し
、
そ
の
ま
ま

保
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

駕亜
希
子

-t門
i

緬町ー

9

頁
〇
疇
溢
源
-
幸
-
国
一

第1図 石巻城跡位置図

2

第
二
地
点

平
成
十
年
十
月
に
、
石
巻
市
建
設
部
都
市
計

画
課
か
ら
、
日
和
山
公
園
か
ら
鹿
島
御
児
神
社

へ
の
参
道
の
切
通
し
の
崩
落
防
止
工
事
を
実
施

す
る
旨
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た

。
こ
の
た
め
‘

掘
削
工
事
の
際
に
立
ち
会
っ
て
見
た
と
こ
ろ
‘

土
塁
の
一
部
と
み
ら
れ
る
断
面
を
確
認
し
た
た

め、

急
遠
、
記
録
に
よ
る
保
存
を
目
的
と
し
た

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
‘
こ
の
土

槃
が
、
第

一
地
点
か
ら
南
に
向
か

っ
て
続
く
‘

ひ
と
連
な
り
の
土
嬰
で
あ
る
可
能
性
が
強
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

皿

遺
跡
の
位
置
と
地
理
的
・
歴
史
的
環
境

ー
遺
跡
周
辺
の
地
理
的
環
境

石
巻
平
野
は
、
北
上
川
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て

き
た
土
砂
が
堆
梢
し
て
で
き
た
平
野
で
す
。
こ

の
平
野
に
は
、
そ
れ
ら
の
土
砂
が
、
海
の
波
に

よ
っ
て
侵
食
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
打
ち
上
げ

ら
れ
た
り
し
て
形
成
さ
れ
た
「
浜
堤
（
ひ
ん
て

い
）
」
と
呼
ば
れ
る
帯
状
の
土
地
が
、
海
岸
線
か

ら
内
陸
部
に
向
か
っ
て
幾
甫
に
も
連
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
浜
堤
は
、
石
巻
に
お
い
て

は
、
特
に
古
代
か
ら
の
人
々
の
生
活
の
舞
台
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

石
巻
城
跡
が
立
地
し
て
い
る
日
和
山

（丘
陵
）

は
、
こ
の
石
巻
平
野
の
最
も
南
東
に
位
罹
す
る

独
立
し
た
丘
陵
で
、
こ
の
東
側
に
は
、
旧
北
上

川
が
南
に
向
か
っ
て
流
れ
て
お
り
、
約
七

0
0

m
南
に
行

っ
た
と
こ
ろ
で
太
平
洋
に
注
い
で
い

ま
す
。
石
巻
城
跡
は
、
こ
の
日
和
山
丘
陵
の
最

も
南
束
部
分
の
‘
標
高
約
六

0
m
の
縁
辺
部
に

位
憎
し
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所
は
、
石
巻
駅
か

ら
大
体

一
・
ニ
km
の
地
点
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

H
和
山
丘
陵
の
基
盤
を
形
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成
し
て
い
る
土
地
は
、
そ
の
大
部
分
が
新
生
代

第一
二
紀
中
新
世
に
形
造
ら
れ
た
も
の
で
、
花
岡

岩
や
砂
岩
、

頁
岩
、
安
山
岩
な
ど
と
い
っ
た
岩

石
で
成
り
立
っ
て
い
る
事
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
形
的
に
見
れ
ば
、
旧
北
上
川
を
挟
ん

で
対
岸
に
位
置
す
る
牧
山
な
ど
の
土
地
の
形
成

は
、
中
生
代
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
質
に
は
大

き
な
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
日
和
山
丘

陵
の
西
側
に
広
が
る
石
巻
平
野
に
は
、
先
ほ
ど

述
べ
た
浜
堤
が
海
岸
線
と
並
行
し
て
形
成
さ
れ

て
お
り
、

「浜
堤
列
（
ひ
ん
て
い
れ
つ
）
」
と
呼
ば
れ
、

そ
の
間
に
は

「後
背
湿
地
（
こ
う
は
い
し
つ
ち
）

」

と
呼
ば
れ
る
低
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

2

石
巻
城
跡
を
め
ぐ
る
歴
史
的
環
境

石
巻
城
跡
は

「仙
台
領
古
城
書
立
之
覚
」
と

い
う
書
物
に
あ
る

「
紹
西
清
重
が
築
城
し
、

代
々
葛
西
家
の
居
城
で
あ

っ
た
」
と
い
う
意
味

の
く
だ
り
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
か
つ

て
は
葛
西
氏
の
居
城
で
あ

っ
た
と
い
う
解
釈
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
文
献
上
の
確
か
な
証
拠

は
あ
り
ま
せ
ん
。

窃
西
家
は
も
と
も
と
は
豊
嶋
家
の
な
が
れ
を

汲
む

一
族
で
あ
り
、
下
総
の
葛
西
荘
（
今
の
東

京
都
葛
飾
区
等
）
を
領
地
と
し
て

「葛
西
」
と

称
し
、
筍
西
氏
の
祖
と
な
り
ま
し
た
。

平
安
時
代
の
終
わ
り
頃
（
文
治
五
年

―
―

八
九
年
）
、
源
頼
朝
は
、
平
泉
の
藤
原
泰
衡
が
源

義
経
を
か
く
ま
い
、
鎌
倉
に
反
抗
し
た
こ
と
を

口
実
に
、
大
軍
を
引
き
連
れ
て
東
北
に
攻
め
込

み
、
平
泉
に
お
い
て
藤
原
氏
を
破
り
、
滅
亡
さ

せ
ま
し
た
（
奥
州
征
伐
）

。
ま
た
、
こ
の
戦
い
の

後
、
東
北
地
方
の
支
配
に
着
手
し
、
こ
の
年
の

九
月
に
、
平
泉
に
お
い
て
奥
州
征
伐
に
手
柄
が

あ

っ
た
家
臣
に
恩
賞
を
与
え
、
多
く
の
武
士
た

ち
へ
の
東
北
各
地
の
支
配
権
を
認
め
、
鎌
倉
の

石巻城跡および周辺の地形

武
士
団
の
東
北
地
方
へ
の
移
住
の
き

っ
か
け
を

作
っ
た
の
で
し
た
。
こ
の
結
果
、
鎌
倉
武
士
は

相
次
い
で
東
北
の
地
へ
移
住
す
る
こ
と
と
な
り
、

各
地
を

「地
頭
」
と
し
て
支
配
し
、
未
開
地
を

開
墾
し
て
い
き
ま
し
た
。

葛
西
滑
重
は
‘
こ
の

「奥
州
征
伐
」
に
お
い

て
戦
功
が
あ

っ
た
武
士
の

一
人
で
、
こ
れ
に
よ

り
陸
奥
国
の
気
仙
・
胆
沢
·
磐
井
·
牡
鹿
•
本

吉
の
五
郡
と
他
に

二
保
を
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に

奥
州
総
奉
行
の

一
人
と
な

っ
て
戦
後
処
理
に
あ

た
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
年
後
の
建
久

一
年
（

―
-
九
0
年
）
、
平
泉

の
藤
原
氏
の
残
党
で
あ

っ
た
大
河
兼
任
の
乱
が

鎖
圧
さ
れ
、
奥
州
地
方
の
事
情
が
安
定
す
る
と
‘

清
重
は
鎌
倉
に
帰
り
、
孫
府
に
出
仕
し
て
い
ま

す
。「

日
本
城
郭
大
系
3
　
山
形
•
宮
城
•
福
島

新
人
物
往
来
社
j

の
藤
沼
邦
彦
氏
の
記
述
な
ど

に
よ
れ
ば
‘
葛
西
清
重
が
鎌
倉
に
戻
っ

た
後
、

再
び
奥
州
に
行

っ
た
形
跡
は
な
い
た
め
、
彼
が

石
巻
城
を
築
き
、
そ
こ
に
居
城
し
た
と
い
う
証

拠
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
‘

当
時
与
え
ら
れ
て
い
た
所
領
を
管
理
・
支
配
し

て
い
た
の
は

一
族
の
誰
か
か
、
代
官
な
ど
で
は

な
か

っ
た
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

―
一代
消
親
、

三
代
清
時
も
鎌
倉
に
居

住
し
て
い
た
た
め
‘
葛
西
氏
が
奥
州
に
移
住
し

た
の
は
、
四
代
の
清
経
（
鎌
倉
時
代

―
―
一七

七
年
前
後
）
の
代
で
は
な
か

っ
た
か
と
推
定
さ

れ
ま
す
。
今
回
調
査
な
ど
で
、
そ
の
存
在
が
明

ら
か
と
な

っ
た
石
巻
城
が
、
仮
に
も
し
、
紹
西

氏
の
城
で
あ

っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
城
が

築
城
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
清
経
の
時
代
で
は
な
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か
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
こ
の
後
‘

消
経
と
平
泉
白
山
別
当
の
顕
隆
の
土
地
争
論
や
、

五
代
宗
消
と
中
雑
寺
・
毛
越
寺
と
の
所
領
争
い

な
ど
を
経
て
、
宗
消
と
六
代
の
清
貞
は
南
北
朝

の
争
い
で
南
朝
方
に
付
き
、
陸
奥
国
司
の
北
畠

顕
家
を
は
じ
め
と
す
る
奥
州
勢
力
の
主
力
と
な

っ
て
い
き
ま
す
。
慈
西
氏
の
勢
力
は
そ
の
後
も

拡
大
さ
れ
「
葛
西
領
三
十
五
万
石
」
と
称
さ
れ

る
よ
う
に
ま
で
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

一
方
、
葛
西
氏
は
中
世
後
半
以
降
に
、
居
城

を
石
巻
か
ら
領
地
の
中
心
地
に
近
い
登
米
寺
池

に
移
し
た
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
隆
盛
を
諮
っ
た
葛
西
家
で
す
が
‘

十
七
代
の
晴
倍
の
時
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
小
田

原
北
条
攻
め
に
参
陣
し
な
か
っ
た
た
め
、
天
正

十
八
年
(
-
五
九
0
年

安

土

・

桃
山
時
代
）

八
月
に
所
領
を
没
収
さ
れ
、
事
実
上
の
滅
亡
と

な
り
ま
し
た
。

次
に
、
日
和
山
周
辺
の
中
世
関
係
の
追
跡
に

目
を
向
け
て
見
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
日
和
山
の
北
西
側
に
広
が
る
羽
黒
山

に
は
明
神
山
経
塚
が
あ
り
、
平
成
四
年
に
塚
の

項
上
に
あ
っ
た
切
り
株
が
落
雷
に
遭
い
、
そ
の

中
か
ら
中
世
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
大
魏
の
破

片
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
経
塚
に
つ
い

て
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、

一
説
に
よ
れ
ば
、
中

世
墳
築
な
の
で
は
な
い
か
と
の
見
解
も
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
旧
北
上
川
を
挟
ん
で
対
岸
の
湊
地

区
に
は
‘
湊
館
山
館
跡
を
は
じ
め
と
す
る
館
跡

が
あ
る
他
、

一
五
七

0
年

（

元

亀

元

年

安

土
・
桃
山
時
代
）
開
山
と
言
わ
れ
て
い
る
多
福

院
や
、
建
武
の
新
政
を
実
施
し
た
後
醍
醐
天
皇

を
奉
っ
た
「
吉
野
先
帝
菩
提
碑
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
多
福
院
の
裏
手
の
丘
陵
は
通
称

「阿

弥
陀
が
峰
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
慈
恩
院
板
碑
群

や
多
福
院
板
碑
群
、
草
刈
山
板
碑
群
な
ど
鎌
倉

時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
造
立
さ
れ
た
可

能
性
が
あ
る
板
碑
群
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
、
日
和
山
周
辺
の
追
跡
と
は
別
に
、

旧
北
上
川
を
や
や
遡
っ
た
稲
井
地
区
に
は
、
南

境
館
、
大
瓜
館
、
駕
の
巣
館
、

――
-
H
坊
館
、
水

沼
古
館
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
城
館
が

認
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
河
北
町
と
の
境
周
辺

に
も
複
数
の
板
碑
群
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
特

に
板
碑
に
関
し
て
は
、
様
々
な
も
の
を
全
て
含

め
る
と
、
四

0
0
基
以
上
に
も
の
ぼ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

以
上
の
事
実
か
ら
、
石
巻
市
内
の
中
世
関
係

の
迫
跡
や
遺
構
は
、
石
巻
城
跡
は
も
と
よ
り
、

対
岸
の
湊
地
区
、
あ
る
い
は
稲
井
地
区
に
ま
で

及
ん
で
い
た
と
言
え
ま
す
。

さ
て
、
石
巻
城
跡
の
本
格
的
な
発
掘
調
査
が

実
施
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
五
十
五
年
の
「
石
巻

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
建
設
候
補
地
選

定
に
伴
う
発
掘
調
査
」
が
初
回
で
す
。
こ
の
調

査
の
結
果
‘
鹿
局
御
児
神
社
の
西
南
側
の
緩
斜

面
か
ら
多
数
の
建
物
の
柱
跡
と
考
え
ら
れ
る
ピ

ソ
ト
（
小
穴
）
が
発
見
さ
れ
た
他
‘
人
為
的
に

整
地
さ
れ
た
部
分
な
ど
も
見
つ
か

っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
こ
と
に
、
時
期
決
定
の
証
拠
と
な
り
得

る
土
器
な
ど
の
追
物
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
明
確
な
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
建
物
跡

の
構
造
か
ら
、
中
世
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

N

第
＿
地
点
の
調
査

1

調
査
方
法
と
調
査
の
経
過

ま
ず
、
発
掘
調
査
の
た
め
に
、
調
査
対
象
地

域
の
樹
木
を
伐
採
し
、
表
土
を
重
機
に
よ

っ
て

剥
ぎ
取
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
当
初
、
調
査

対
象
地
域
内
に
は
、
様
々
な
樹
木
が
植
わ
っ
て

お
り
、
中
に
は
か
な
り
な
樹
齢
を
数
え
る
も
の

も
少
な
く
な
い
様
子
で
し
た
。
駐
車
場
整
備
に

伴
う
発
掘
調
査
の
実
施
を
石
巻
市
文
化
財
保
設

委
員
会
に
諮
問
し
た
と
こ
ろ
、
樹
木
の
伐
採
は
、

日
利
山
の
自
然
保
護
上
好
ま
し
く
な
い
と
い
う

回
答
が
あ
り
、
緊
急
的
な
措
置
と
し
て
、
伐
採

対
象
と
な
る
樹
木
の
植
物
調
査
を
実
施
し
ま
し

た（
第
1
・
2
表
、
第
3
固
）
。

こ
の
後
、
重
機
（
バ

ソ
ク
ホ
ー
）
に
よ
っ
て
、

発
掘
閲
査
対
象
地
域
（
東
西
約
四

0
m
、
南
北

約
三
0
m)
の
表
土
を
剥
ぎ
取
り
ま
し
た
。

調
査
対
象
地
点
は
、
鹿
島
御
児
神
社
の
拝
殿

の
す
ぐ
北
側
の
緩
や
か
な
斜
面
と
、
日
和
山
神

社
経
塚
を
撹
に
し
て
、
数

m
ほ
ど
急
激
に
落
ち

込
ん
だ
部
分
で
し
た
。

本
格
的
な
謂
査
は
、
ま
ず
こ
の
緩
斜
面
を
ジ

ョ
レ
ン
に
よ
っ
て
き
れ
い
に
薄
く
削
り
、
辿
構

の
有
無
を
確
認
し
ま
し
た
（
追
構
精
査
）

。
そ
の

後
、
経
塚
を
半
分
に
立
ち
割
る
形
で

ト
レ
ン
チ

（
溝
）
を
入
れ
、
断
面
の
土
層
堆
梢
状
況
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
が
、

判
然
と
せ
ず
、
結
果
的
に

は
西
側
半
分
を
削
り
取
っ
て
確
認
し
ま
し
た
。

緩
斜
面
か
ら
急
激
に
落
ち
込
ん
だ
部
分
（
北

側
の
公
園
と
の
境
に
あ
た
る
平
坦
地
）
の
精
査

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
明
ら
か
に
追
構
と
考
え

ら
れ
る
帯
状
の
黒
色
士
帯
が
、
上
部
の
緩
斜
面

を
め
ぐ
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
空
堀
で
は

な
い
か
と
い
う
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

一
方
、
市
道
に
面
し
た
西
側
の
斜
面
を
軍
機

に
よ
り
掘
削
し
た
と
こ
ろ
、
断
面
に
黒
褐
色
十
一

と
黄
褐
色
土
が
交
互
に
栢
み
頂
ね
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
土
層
を
確
認
し
、
こ
の
陪
が
人
為
的

に
粕
み
上
げ
ら
れ
た
土
嬰
で
あ
る
と
い
う
結
論

に
達
し
た
わ
け
で
す
。
ま
た
、
経
塚
の
断
面
か

ら
も
こ
の
よ
う
な
土
塁
と
同
じ
土
層
の
堆
梢
状

請査前の状況 （北西から）
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第1表

No 樹木の種類 幹の大きさ （胸高直径）(cm) 推定高 (m) 備 考

1 ケヤキ 36 0 18 0 

2 コブシ 18 0 15 0 

3 シュロダモ 20 

4 タブノキ 33 0 18 0 

5 ケヤキ 28 20 0 

6 ケヤキ 12 0 14 0 

7 ヤブッパキ 20 20 二股に分かれている

8 ヒノキ 10 0 60 

9 ウワミズザクラ ① 37 0 ② 40 0 19 0 二股に分かれている

10 スギ 38 0 10 0 

11 スギ ① 20 5 ② 20 90 

12 スギ 50 

13 スギ 16 0 90 

14 コブシ 25 0 11 0 

15 クヌギ ,, 0 10 0 

16 エノキ 16 0 30 

17 ヤブッパキ 10 0 1 5 

18 シュロダモ 34 0 1 0 

19 ケヤキ 60 0 170 二股に分かれている

20 クマノミズキ 23 0 12 0 

21 クマノミス’キ 33 0 60 枯れている

22 ヒノキ 80 

23 ヒノキ 11 0 

24 ヤブツバキ 1 0 1 3 

25 ヒノキ 1 0 5 0-7 0 

26 ヒノキ 15 0 5 o-7.o 

27 ヤブッパキ 5 0―7 0 

28 ヒノキ 12 0 5 0-7 0 

29 ヒノキ 90 5 0-7 0 

30 ヒノキ 12 0 5 0-7 0 

31 ヒノキ 50 0 1 0 

32 オオモ ミジ 52 0 140 

33 オオモモジ 35 0 13 0 

34 クマノミス＇キ 80 

35 クマノミズキ 14 0 

36 クマノミス’キ 130 

37 ヒノキ 14 0 

38 シュロダモ 70 

39 シュロダモ 120 

40 ヒノキ 80 

41 ムラサキシキブ

42 ムラサキシキブ

43 ドイツトウヒ 150 

44 ドイツトウヒ 40 

45 ヒマラヤスギ 60 

46 ケヤキ 17 0 二股に分かれている

47 アオキ

平成9年度石巻城跡発掘調査地点 植物調査結果 況
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
土
塁
の
一

部
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

以
上
の
追
構
の
確
認
の
後
、
空
堀
を
部
分
的

に
ト
レ

ン
チ
掘
削
し
、
断
面
の
土
層
堆
栢
状
況

を
確
認
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

地
形
の
状
況
や
、

±
陪
堆
積
状
況
、
逍
構
等
の
平
断
面
を
写
真
撮

影
や
図
面
作
成
に
よ
り
記
録
保
存
し
、
空
堀
に

つ
い
て
は
砂
を
入
れ
て
埋
め
戻
し
、
そ
の
ま
ま

保
存
し
ま
し
た
。

2

植
物
調
査
の
経
過
と
結
果

植
物
調
査
実
施
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
先

に
述
べ
た
と
お
り
で
す
。
な
お
、
聞
査
は
、
当

時
石
巻
市
文
化
財
保
設
委
具
で
あ
っ
た
斎
藤

紀
氏
（
前
石
巻
専
修
大
学
教
授
）
に
担
当
を

お
願
い
し
、
発
掘
調
査
担
当
者
が
補
佐
を
つ
と

め
ま
し
た

（第
3
図
、
第
1
.
2
表
）
。

調
査
は
、
樹
木
の
種
類
の
同
定
‘
胸
高
直
径

（胸
の
部
分
で
の
幹
の
直
径
）
の
計
測
、
お
よ
び

樹
木
の
高
さ
（
推
定
高
も
含
む
）
の
計
測
を
実

施
し
た
う
え
で
、

写
真
撮
影
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
樹
種
と
し
て
は
、
ケ
ヤ
キ
や

ク
ヌ
ギ
、
モ
ミ
ジ
な
ど
の
落
薬
広
莱
樹
や
、
ス

ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
針
第
樹
も
目
立
ち
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
樹
木
は
、

H
和
山

一
帯
に
植
生
し
て

い
る
も
の
で
あ
り
、

一
般
的
に
は
植
林
に
よ
っ

て
生
育
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、

タ
ブ
ノ
キ
や
シ
ュ
ロ
ダ
モ
と
い
っ
た
、

仙
台
湾

の
海
岸
部
に
生
育
す
る
暖
地
性
の
植
物
が
あ
る

こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
。
石
巻
地
域
の
海
岸
部

や
離
届
で
も
こ
の
よ
う
な
植
物
が
群
落
を
作
っ

て
生
育
し
て
い
る
状
況
が
あ
り
、
注
目
さ
れ
ま

す
。
今
回
の
調
査
対
象
地
域
内
で
見
つ
か
っ
た

も
の
に
つ
い
て
は
単
体
で
あ
る
た
め
、
種
子
な

ど
の
移
動
に
よ
っ
て
生
育
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
。

3

樹
木
伐
採
後
の
調
査
区
の
状
況

鹿
島
御
児
神
社
か
ら
調
森
区
に
至
る
部
分
と
、

H
和
山
神
社
経
塚
付
近
に
石
造
物
の
分
布
が
見

ら
れ
ま
す
。

鹿
島
御
児
神
社
付
近
に
分
布
し
て
い
る
石
造

物
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
日
和
山
神
社
が
あ

っ

た
段
階
で
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
石

柱
や
、
狐
を
象
（
か
た
ど
）
っ
た
置
物
な
ど
で

あ
り
新
し
い
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
経
塚
周
辺
に
あ
っ
た
石
造
物
に
関
し

て
は
江
戸
時
代
に
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
特
に
庚
申
供
森
塔
の
中
に
は

「明
和
六
年

第2表

樹木の種類 本数（本） 樹木の種類 本数（本）

エノキ 2 オオモミ ジ 2 
クマノミズキ 5 ヤブツバキ 4 

コブシ 1 ウワミ ズザクラ 1 

シュ ロダモ 4 スギ 3 
タブノキ 1 コブシ 1 

ヒノキ 10 ケヤキ 5 
ヒマラヤスギ 1 アオキ 数本

ムラサキシキブ 2 ドイツトウヒ 2 
ヽ 計 24 ヽ 計 20以上ロ に

樹 種 集 計 表

調査区東側の植物の状況



(13) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

口鹿島御児神社

7
4
1’
ー

i

● .. 幹の大きさが50cm以上のもの

( =悶羹:::ば：盟芦t悶
• …幹の大きさが2知 m以上のもの
…幹の大きさが10cm以上のもの，不明

• …幹の大きさが¥cm以上のもの

第3図 調査区堀削前状況 （植物調査状況）

―--------------・----------・---------- --・---- 。 7rvi・
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- -
＼ 

-----------------
-------------

日和山神社経塚周辺の石造物

（
一
七
六
九
年
江
戸
時
代
後
期
）
＋
月
十
二
日
」

の
年
号
や

「党
政
十
年
―
一月
十
六
日
」
と
い
う

年
号
が
読
み
取
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
こ
の
、

明
和
六
年
の
供
裾
塔
の
裂
に
は

「田
畑
屋
本
々
」
の
銘
が
あ
り
、
ま
た
‘
究
政
十

年
の
も
の
に
は

「相
沢
屋
東
助
」
の
銘
が
あ
り
‘

寄
進
者
を
特
定
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

日
和
山
神
社
経
塚
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
石
造
物

は
、
経
塚
の
南
側
に
梨
中
し
て
お
り
‘
こ
ち
ら

が
正
面
で
あ

っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で

す
。

4

調
査
区
の
基
本
土
層
堆
積
状
況

（第
5
図
）

こ
こ
で
は
、
発
掘
調
査
区
の
堆
栢
土
の
基
本

と
し
た
土
陪
堆
和
状
況
を
、
調
査
区
南
壁
（
鹿

島
御
児
神
社
と
の
境
界
部
分
）
に
お
い
て
作
成

し
た
土
陪
浙
面
図
（
第

5
図
）
を
用
い
て
説
明

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
ず
、
甚
本
土
層
は
合
計

32
陪
に
分
け
ら
れ

ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
数
は
、
追
構
内
部
の

土
層
等
は
除
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
調
査
区
の
西

側
に
あ
る
大
き
な
切
り
株
の
下
の
土
陪
は
、
か

な
り
込
み
合

っ
て
い
ま
す
が
‘
こ
れ
は
樹
木
が

根
を
張
る
こ
と
に
よ

っ
て
土
中
に
何
ら
か
の
影

評
を
与
え
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、

本
来
は
も
う
少
し
ま
と
ま

っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
考
え
た

場
合
、
士
層
は
全
体
的
に
は

20
層
前
後
に
分
層

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

次
に
‘
層
の
堆
栢
は
、
東
側
か
ら
西
側
に
や

や
高
ま
り
を
見
せ
た
後
に
下
降
し
、
土
塁
へ
と

至
り
ま
す
。
よ

っ
て
、
こ
の
土
層
断
面
図
か
ら

読
み
取
れ
る
聞
査
区
の
地
形
は
、
中
央
部
が
最

も
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
土
層
に
つ

い
て
、
大
ま
か
に
説
明
を
加
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
第
1
層
か
ら

5
陪
く
ら
い
ま
で
は
、

褐
色
な
い
し
は
暗
褐
色
の
腐
食
土
（
木
の
華
な

ど
が
堆
梢
し
て
で
き
た
土
）
で
す
。
こ
れ
ら
の

層
の
中
間
に
、
黄
褐
色
の
上
が
存
在
し
て
い
る

部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
木
根
な
ど
に

よ
っ
て
悦
乱
を
受
け
た
部
分
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
6
陪
以
下
に
は
、
黄
褐

色
土
を
基
本
と
し
た
士
層
が
堆
栢
し
て
い
ま
す
。

こ
の
黄
褐
色
系
の
土
は
、
酸
性
の
風
化
し
た
火

山
灰
土
（
ロ
ー
ム
）
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら

れ
、
洪
粕
世
（
今
か
ら
約

一
万
年
前
後
）
に
堆

栢
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
日
和
山
丘
陵
の

堆
粕
土
壊
に
つ
い
て
の
詳
細
は
は
っ
き
り
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
東
側
の
切
り
株
か
ら
土
塁
の
直

上
面
に
か
け
て
、
黒
褐
色
土
の
堆
栢
が
見
ら
れ

ま
す
が
、
こ
れ
は
土
塁
構
築
後
の
使
用
面
（
整

地
層
）
な
ど
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

5

発
見
さ
れ
た
遺
構
と
遺
物

石
巻
城
跡
発
掘
聞
査
第

一
地
点
か
ら
は
、
調

査
区
を
南
東
か
ら
北
西
に
め
ぐ
る
空
堀
と
、
そ

れ
に
沿
う
よ
う
に
構
築
さ
れ
た
土
塁
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
土
塁
は
調
査
区
南
壁
か
ら
始
ま
り
、

調
査
区
北
西
側
で
途
切
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
状

況
は
、
土
塁
自
体
を
意
図
的
に
途
切
れ
さ
せ
た

も
の
か
、
あ
る
い
は
後
世
に
破
壊
さ
れ
た
部
分
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な
の
か
は
不
明
で
す
。
一

方
、
当
初
、
日
利
山

神
社
経
塚
と
称
さ
れ
て
い
た
土
悩
頭
状
の
高
ま

り
は
、
実
は
、
い
っ
た
ん
途
切
れ
た
土
塁
の
続

き
で
あ
り
、
そ
れ
を
後
世
に
塚
と
し
て
転
用
し

て
い
た
と
い
う
事
実
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
こ
の
地
点
の
遺
構
等
に
つ
い
て
、
地

区
別
に
説
明
を
加
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
＿
）

土

塁

ま
ず
、
土
塁
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
事
柄
を

お
話
し
し
て
お
き
ま
す
。

そ
も
そ
も

「城
」
と
は

「土
を
盛

っ
た
施
設
」

の
こ
と
を
言
い
、
土
塁
は
堀
と
と
も
に

「墓
線
」

を
形
成
し
、
城
（
城
郭
）
の
防
備
の
た
め
の

「壁
」
で
あ
り
、
ま
た

一
方
で
は
敵
兵
に
対
し
て

の
攻
撃
台
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

中
世
以
前
か
ら
の
土
塁
の
構
築
方
法
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る

「
タ
タ
キ
土
居
（
ど
い
）
」
と
い
う
‘

崩
壊
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
堀
を
掘
り
上
げ

た
上
を
た
た
い
て
固
め
る
方
法
が
各
地
で
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
後
、
中
国
や
朝
鮮

半
島
か
ら
「
版
築
土
塁
（
は
ん
ち
く
ど
る
い
）
」

と
い
う
築
壁
技
法
が
伝
え
ら
れ
、
わ
が
国
で
も

盛
ん
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
版
築
土
塁
の
甚
本
的
な
構
築
方
法
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
土
塁
の
芯
に
あ
た
る
所
に
木
柱
を
立
て
る

な
ど
す
る
。

②
土
塁
の
壁
と
な
る
よ
う
に
左
右
に
板
を
渡

し
て
土
塁
が
め
ぐ
る
壁
を
箱
の
よ
う
な
形

に
す
る
。

③
そ
の
箱
状
の
中
へ
下
か
ら
順
々
に
土
を
投

げ
入
れ
る

。

こ
の
土
は
、
粘
土
質
•
小
砂

利
•
砂
·
腐
植
土
•
赤
土
（
ロ
ー
ム
）
な

ど
を
交
互
に
、
層
位
を
も

っ
て
人
れ
、

一

層
ご
と
に
水
等
を
混
ぜ
て
突
き
固
め
る
。

④
土
を
突
き
固
め
る
途
中
に
、
柱
な
ど
を
あ

ら
か
じ
め
埋
め
込
ん
だ
り
し
て
、
土
を
投

げ
入
れ
て
突
き
固
め
る
。

⑤
左
右
に
板
の
上
部
ま
で
土
が
栢
ま
れ
た
後
、

突
き
固
め
の
状
態
を
確
認
し
て
板
を
取
り

除
く
。

⑥
板
を
取
り
除
い
た
後
の
斜
面
を
、
改
め
て

土
で
毅

っ
て
固
め
る
C

ま
た
、
特
に
中
世
に
お
い
て
は
、

「掻
き
上
げ

の
城
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
堀
を
掘

り
上
げ
た
土
や
、
館
な
ど
の
造
成
や
整
地
な
ど

に
伴
う
土
を
、

粘
土
質
の
客
土
と
と
も
に
交
互

に
栢
み
上
げ
た
土
塁
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

〔南
西
側
土
塁
〕
（
第
6
.
7
図
）

発
掘
調
査
地
区
の
南
壁
か
ら
、
調
査
区
の
西

側
に
か
け
て
検
出
し
た
土
塁
を
、
「
南
西
側
土
塁
」

と
呼
ん
で
お
き
ま
す
。
先
程
も
若
干
述
べ
ま
し

た
が
、
こ
の
土
塁
は
、
調
査
区
の
南
壁
か
ら
北

へ
伸
び
る
フ

ェ
ン
ス
（
ブ
ロ
ソ
ク
栢
み
）
を
取

り
外
す
に
あ
た

っ
て
、
南
壁
に
沿
っ
て
東
西
に

ト
レ
ン
チ
を
掘
削
し
た
結
果

（第
6
図

c
|

D
断
面
）
、
発
見
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
部
分

で
の
残
存
し
て
い
た
長
さ
は
約

――

-
m
あ
り
ま

し
た
。
第
7
図
の
左
上
に
掲
載
し
て
あ
る
土
塁
の
断

面
図
は
、
調
査
区
南
壁
に
か
か
っ
て
発
見
し
た

土
塁
の
断
面
状
況
図
で
す
。
ま
た
、
こ
の
断
面

図
は
第

5
図
か
ら
続
く
一
連
の
図
面
で
あ
り
、

土
塁
を
構
成
す
る
土
層
は
、

基
本
土
層
の
第

2
6
.
2
7
.
2
8
層
よ
り
も
下
に
構
築
さ
れ
て
お
り
‘

ま
た
、
第
31
陪
を
切
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
ま
た
、
断
面
が
調
査
区
の
東
側
断
面
に

か
か

っ
て
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

土
塁
が
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
南
方
へ
仲
び
て
い
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

----+ 
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第4図 調査地点位置図
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l褐色土
2暗褐色土
3暗褐色土
4黒褐色土
5暗褐色土
6にぶい黄褐色土
7褐色土
8にぶい黄褐色土

東側の状況

土層説明

9灰黄褐色土
10灰黄褐色土
11灰黄褐色土
12廃棄褐色土
13灰黄褐色土
14灰黄褐色土
15灰黄褐色土
16灰黄褐色土

17灰黄褐色土
18 にぶい黄褐色土
19黒褐色土
20明褐色土
21暗褐色土
22 にぶい黄褐色土
23 にぶい黄褐色土
24褐色土

25褐色土
26黒褐色土
27黒褐色土
28 にぶい黄褐色土
29黒褐色土
30にぶい黄褐色土

31灰黄褐色土
32にぶい黄褐色土

西側の状況
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第5図 調査区南壁土層断面図
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南壁土塁・空堀断面

断
面
か
ら
考
え
ら
れ
る
土
塁
の

幅
は
、
約

九
•
八
m
あ
り
、
直
接
地
山
（
遺
跡
等
が
最
終

的
に
掘
り
込
ま
れ
た
面
（
こ
こ
で
は
黄
褐
色

ロ

ー
ム
の
面
）
の
上
に
構
築
さ
れ
た
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら、

閲
杏
段
階
で
残

っ

て
い
た
と
判
浙
さ
れ
る
土
墓
の
、
最
終
段
階
の

地
表
面
か
ら
の
高
さ
は

一
・
三

m
程
度
で
あ

っ

た
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

土
塁
の
栢
土
は
、
地
山
面
か
ら
見
て
黒
褐
色

土
↓
黄
褐
色
土
↓
黒
褐
色
土
の
順
に
、
ほ
ぼ
水

平
に
栢
ま
れ
、
そ
の
上
を
腐
植
土
（
黒
褐
色
土
）

が
骰

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
先
に
述
べ
た

「版
築
土
塁
」
の
様
相
を
見
て
取
れ
ま
す
。

断
面
図
か
ら
見
た
土
塁
の
構
造
と
し
て
は
、

中
央
部
の
黄
褐
色
帯
の
右
側
と
、
下
陪
の
黒
褐

色
帯
の
右
側
に
六
O
cm
ほ
ど
の
平
坦
面
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
城
郭
の
施
設
の
中
に
犬
走
（
い
ぬ

ば
し
り
）
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

土
塁
や
斜
面

上
に
輻

一
間
ほ
ど
の
平
坦
面
を
構
築
し
、
城
へ

這
い
上
が

っ
た
敵
兵
が
こ
の
上
に
立
つ
と
、
上

か
ら
鑓
（
や
り
）
で
突
か
れ
る
と
い
う
機
能
を

目
的
と
し
て
設
箇
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
回
発

見
し
た
土
塁
に
お
け
る
平
坦
面
も
こ
の
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
こ
の
土
塁
は、

一
回
で
構
築
し
た
の

か
、
そ
れ
と
も
作
り
替
え
等
が
あ
っ
た
の
か
と

い
う
こ
と
も
問
題
と
な

っ
て
き
ま
す
。
後
に
述

べ
ま
す
が
、
空
堀
で
は
、
部
分
的
に
せ
よ
、
最

低

一
回
は
作
り
替
え
（
再
利
用
も
含
む
）
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
断
面
の
痕

跡
を
発
見
し
て
お
り
‘
士
塁
に
つ

い
て
も
そ
う

い
っ
た
可
能
性
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
土
塁
の
断
面
に
つ
い
て
は
、

一
度
に
黒

色
土
↓
黄
褐
色
土
↓
黒
色
土
と
い
う
ふ
う
に
梢

ま
れ
た
可
能
性
や
、
は
じ
め
に
黒
色
土
が
梢
ま

れ
、
時
期
を
隔
て
て
黄
褐
色
土
↓
黒
色
土
が
粕

ま
れ
た
（
下
部
の
黒
色
土
と
そ
の
上
の
土
と
の

栢
方
の
違
い
か
ら
）
可
能
性
、
あ
る
い
は
黒
色

土
↓
黄
褐
色
土
と
構
築
し
た
後
、
時
期
を
置
い

て
上
部
の
黒
色
土
が
粕
ま
れ
た
可
能
性
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
が

、
決
定
的
な
証
拠
に
欠
け
る

た
め
‘
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

一
方
、
フ

ェ
ン

ス
の
東
側
の
、
調
査
区
東
壁

に
か
か

っ
て
、
北
方
に
伸
び
る
や
や
高
ま

っ
た

部
分
を
検
出
し
て
い
ま
す
。
微
妙
な
高
ま
り
で

あ

っ
た
た
め
、
写
真
等
で
も
状
況
を
わ
か
り
や

す
く
見
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
が
、
基

本
土
陪
中
の
第
二
十
六
層
に
相
当
す
る
黒
褐
色

面
で
す
。
し
か
し
硬
質
で
、
ジ
ョ
レ
ン
で
も
非

常
に
削
り
に
く
か
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま

す
。
こ
の
陪
は
、
ほ
ぼ
水
平
な
堆
梢
を
し
て
い

る
こ
と
や
土
塁
に
相
当
す
る
陪
の
直
上
に
位
留

し
て
お
り
、
硬
質
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
土

塁
に
伴

っ
た
整
地
陪
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま

す
。〔

日
和
山
神
社
経
塚
•
東
側
土
塁〕
（第
7

図
）

日
和
山
神
社
経
塚
と
称
さ
れ
て
い
た
土
骰
頭

状
の
高
ま
り
は
、
直
径
約
九
・

―
-
m
、
高
さ
約

二
•
四
m
を
測
る
不
整
形
を
し
て
お
り
、
南
東

側
に
崩
落
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
‘
項
部
に

巨
大
な
切
り
株

（
樹
種
不
明
）
が
残
っ
て
お
り
‘

年
輪
を
確
認
し
ま
し
た
が
、
判
然
と
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

こ
の
塚
は
、
か
つ
て
こ
の
敷
地
内
に
日
利
山

神
社
の
拝
殿
等
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
形
で
こ

の
高
ま
り
が
存
在
し
て
い
た
た
め
‘
こ
の
名
称

で
呼
ば
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
前
述
に

も
若
干
触
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
付
近
か
ら

「明

和
六
年

十
月
十
二
日
」
や
「
安
政
十
五
年
十

一
月
吉
日
」
、
あ
る
い
は
「
窟
政
十
年
二
月
十
六

H
」
な
ど
の
造
立
年
号
を
刻
印
し
た
庚
申
塔
が

複
数
見
つ
か

っ
て
お
り
、
日
和
山
神
社
と
と
も

に
近
隣
の
住
民
に
よ
る
信
仰
の
対
象
と
な

っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
発
見
し
た
土
塁
は
、
日
和
山
神
社
経
塚

を
断
ち
割

っ
て
断
面
を
確
認
し
た
結
果
発
見
し

た
土
塁
で
、
南
西
側
土
塁
と
は
、
同

一
面
に
構

築
さ
れ
て
い
る
た
め
、

一
連
の
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
南
西
側
土
塁
と
の
間
に
は
‘

栢
土
等
が
全
く
残

っ
て

い
な
か

っ
た
た
め
、
連

接
し
た
形
の
土
塁
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は

中
間
に
何
ら
か
の
施
設
が
存
在
し
た
の
か
は
判

然
と
し
ま
せ
ん
。
一

方
、
こ
の
土
塁
の
東
側
に

つ
い
て
は
、
こ
の
先
、
土
塁
の
粕
土
が
残

っ
て

い
な
か

っ
た
た

め
、
は

っ
き
り
確
認
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
調
査
区
南

壁
の
東
側
と
、
調
査
区
東
壁
の
南
側
の
断
面
を

確
認
し
て
み
た
と
こ
ろ
‘
版
築
状
の
栢
土
こ
そ

確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
部

分
的
に
せ
よ
土
墓
を
毅

っ
て
い
た
土
と
考
え
ら

れ
る
黒
褐
色
土
と
、
地
山
と
は
異
な
る
黄
褐
色

土
な
ど
を
確
認
し
た
た
め
、
南
東
方
向
へ
伸
び

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

土
塁
の
断
面
形
は
、

北
側
か
ら
大
体
四
五
度

の
角
度
を
も
っ
て
立
ち
上
が
り
、
五

O
cm
ほ
ど

の
平
坦
部
を
経
た
後
、
さ
ら
に
緩
や
か
に
立
ち

上
が
り
頂
部
に
至
り
、
南
側
は
‘
全
体
的
に
緩

や
か
に
下
る
と
い
う
形
状
を
成
し
て
お
り
、

確

認
し
た
幅
は
九
・

ニ

m
、
地
山
か

ら
項
部
ま
で

の
高
さ
は

一
•

六
m
を
測
り
ま
す

。

栢
土
等
の
構
造
は
、
地
山
直
上
に
黒
褐
色
土

を
栢
み
、
さ
ら
に
黄
褐
色
土
と
黒
褐
色
上
を
交

互
に
栢
み
、
ま
た
黒
褐
色
士
を
栢
ん
で
上
面
を

腐
植
土
で
紺

っ
て
お
り、

全
体
的
に
は

「版
築

土
塁
」
の
構
造
を
成
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
黄

褐
色
帯
の
巾
間
に
薄
い
黒
褐
色
帯
が
観
察
で
き
、

そ
の
上
部
と
下
部
の
黄
褐
色
帯
の
栢
み
方
に
若
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干
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
上
部
と

下
部
と
の
間
に
は
、
南
西
側
土
塁
の
部
分
で
指

摘
し
た
、
時
期
的
な
差
異
が
あ
っ
た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

北
側
の
立
ち
上
が
り

部
分
に
認
め
ら
れ
る
平
坦
面
も
、
前
述
し
た

「
犬
走
」
に
関
す
る
施
設
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
以
上
の
点
を
総
合
す
る
と
、
土
塁
の
構
造
上

に
お
い
て
は
南
東
側
土
嬰
と
の
間
に
は
大
き
な

差
異
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
よ
っ
て

一
連
の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

（
二
）
空
堀

中
世
（
特
に
鎌
倉
時
代
ー
室
町
時
代
）
の
城

は
、
敵
の
攻
撃
の
し
づ
ら
い
山
の
項
上
や
小
高

い
尾
根
の
上
に
槃
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
こ

に
平
場
（
ひ
ら
ば
地
面
を
削

っ
た
り
、
盛
っ

た
り
し
て
平
坦
に
し
た
場
所
）
を
構
築
し
て
、

曲
輪

（
く
る
わ
建
物
を
建
て
た
り
、
兵
を
駐

屯
さ
せ
た
り
す
る
平
場
）
に
し
、
そ
の
周
囲
に

様
々
な
防
御
施
設
を
設
け
ま
す
。
た
と
え
ば
、

敵
が
ま
っ
す
ぐ
に
攻
め
て
来
な
い
よ
う
に
空
堀

を
掘
っ
た
り
、
土
路
を
構
築
し
た
り
、
あ
る
い

は
敵
を
攻
撃
す
る
た
め
の
足
場
と
し
て
腰
曲
輪

（こ
し
ぐ
る
わ
斜
面
の
途
中
を
削
る
な
ど
し
て

造
る
平
地
で
、
階
段
状
に
構
染
さ
れ
る
）
が
造

ら
れ
た
り
し
ま
す
。
以
上
の
よ
う
に、

中
世
に

築
か
れ
る
城
は
、

自
然
の
地
形
を
最
大
限
に
活

用
し
、
最
小
限
の

工
事
で
、
最
大
限
の
防
禦
効

果
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
こ
れ
ら
の
城
は
、
戦
闘
の
際
に
使
用
さ
れ

る
い
わ
ば
臨
時
的
な
城
の
基
本
構
造
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

一
方
で
、
領
主
が
日
常
生
活
を
す
る

城
を
館

（
た
て
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
当
然
な

が
ら
、
こ
の
館
に
も
‘
空
堀
や
上
塁
を
め
ぐ
ら

す
な
ど
の
防
御
施
設
が
存
在
し
て
い
る
わ
け
で

す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
城
や
館
を
（
中
世
）

城
館
と
呼
ん
で
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
城
と

館
の
呼
び
方
を
区
別
せ
ず
に
、
た
だ

「館
」
と

呼
ん
で
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

土
塁
と
と
も
に
、
堀
は
城
の
防
禦
ラ
イ
ン
を

形
成
す
る
頂
要
な
施
設
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
防

禦
を
目
的
と
し
た
堀
は
、
た
と
え
ば
弥
生
時
代

に
お
け
る
環
濠
躾
落
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
原
始
・
古
代
か
ら
存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、

中
世
に
な

っ
て
山
城
が
出
現
す
る
と
、
堀
は
弓

や
飛
礫
な
ど
を
防
ぎ
、
完
全
に
戦
闘
行
為
を
目

的
と
し
た
防
禦
施
設
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

〔
南
西
側
空
堀
〕
（
第
6
.
7
図）

閲
査
区
南
壁
断
面

(
A
ト
レ
ン
チ
）
か
ら

B

ト
レ
ン
チ
直
前
ま
で
の
空
堀
を
南
西
側
空
堀
と

仮
称
し
て
お
き
ま
す
。
底
面
ま
で
実
際
に
掘
り

き
っ
た
の
は
、
ト
レ
ン
チ
の
中
の
み
で
あ
り
、

そ
の
ほ
か
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
堀
の
方
向
を

確
認
し
た
に
と
ど
め
ま
し
た
。

ま
ず
、
堀
は
、
調
査
区
南
壁
か
ら
北
方
向
に

延
び
、
そ
れ
か
ら
東
側
に
大
き
く
折
れ
曲
が

っ

て
行
き
ま
す
。
北
東
に
行
く
に
し
た
が

っ
て、

堀
幅
が
狭
く
な
る
の
は
、
も
と
も
と
あ
っ
た
堀

の
開
口
部
の
標
高
が
高
く
な
り
、
同
じ
標
高
で

の
検
出
面
で
は
、
堀
の
上
部
が
残
存
し
て
い
る

場
合
と
、
下
部
に
近
い
部
分
し
か
残
っ
て
い
な

い
場
合
が
あ
る
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

A
ト
レ
ン
チ
に
お
け
る
堀
の
断
面
形
と

B
ト
レ

ン
チ
に
お
け
る
断
面
形
は
、
か
な
り
異
な
っ
て

い
る
ば
か
り
で
な
く
‘
堀
の
底
面
の
標
高
値
も

そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
た
め
、
こ
の
場
合
に
は
、

当
初
か
ら
あ

っ
た
堀
自
体
の
幅
が
場
所
に
よ

っ

て
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

次
に
断
面
形
に
つ
い
て
で
す
が
、
調
査
区
南

., .... 
調査区東槌 (Aトレンチ）空堀断面

9、¥,

壁
で
観
察
し
た
堀
の
断
面
形
は
逆
台
形
を
呈
し
、

い
わ
ゆ
る

「
箱
堀
（
は

こ
ぼ
り
）
」
の
形
状
で
あ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
壁
の
傾
斜
は

西
側
よ
り
も
東
側
の
ほ
う
が
緩
や
か
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
調
資
時
に
確
認
さ
れ
た
面

で
の
堀
の
上
幅
は
約
五
・
五
m
あ
り
、
底
面
の

幅
は
約

一
•

六
m
を
測
り
ま
す

。

さ
ら
に
‘
こ

の
堀
で
言
え
ば
、
堀
の
西
側
の
端
部
か
ら
土
塁

の
頂
部
ま
で
の
距
離
は
、
実
際
の
戦
闘
行
為
に

際
し
て
敵
と
昧
方
が
向
か
い
合
う
距
離
で
あ
る

た
め

「実
効
堀
幅
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
約
十

―-
m
あ
り
ま
す
。
戦
国
時
代
に
は
、
鑓
（
や
り
）

の
出
現
に
よ
っ
て
、
堀
の
幅
は
次
第
に
広
く
な

り
、
長
柄
鑓
（
な
が
え
の
や
り
）
が
戦
力
の
主

流
に
な
る
と
、
長
柄
の

一＿
間
半

i
三
間

(

+
ニ

i
十
四

m
)
の
長
さ
で
戦
闘
で
き
る
距
離
（
敵

方
・
昧
方
両
兵
の
鑓
先
が
触
れ
合
う
距
離
）
の

堀
幅
と
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
実
効
堀

幅
は
こ
れ
に
合
致
し
ま
す
。

堀
の
堆
梢
土
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
、
黒
褐

色
土
•
赤
褐
色
土
•
明
黄
褐
色
土
·
暗
褐
色
土

等
を
基
聞
と
す
る
層
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、

黒

褐
色
土
は
腐
植
土
、
赤
褐
色
土
は
地
山
等
の
露

出
面
、
明
黄
褐
色
土
は
土
塁
の
栢
土
の

一
部
な

ど
が
崩
落
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

特
に
、
赤
褐
色
を
基
調
と
す
る
堆
梢
土
中
に
観

察
さ
れ
た
黒
褐
色
土
帯
に
つ
い
て

は
、
そ
の
上

部
と
下
部
と
で
は
堆
栢
土
の
質
が
異
な
っ
て
い

る
た
め
、
こ
の
堀
の
底
部
が
埋
没
し
た
後
も
再

利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

[
北
西
側
空
堀
〕
（
第

5
.
8
図）

B
ト
レ
ン
チ
か
ら

C
ト
レ
ン
チ
を
抜
け

D
ト

レ
ン
チ
に
か
け
て
の
堀
を
仮
称
し
て
呼
び
ま
す
。

A
ト
レ
ン
チ
と

B
ト
レ
ン
チ
の
中
間
あ
た
り

か
ら
緩
や
か
に
北
東
に
方
向
を
変
え
た
堀
は
、

D
ト
レ

ン
チ
を
越
え
て
さ
ら
に
北
東
方
向
へ
延

び
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
発
掘
調
査
の
段
階
で

は
、
堀
の
つ
な
が
り
と
考
え
ら
れ
る
黒
色
帯
は

北
東
方
向
へ
ず

っ
と
延
び
て
い
ま
し
た
。
こ
の

北
東
方
向
へ
の
堀
の
断
面
等
は
、
残
念
な
が
ら

調
査
範
囲
の
関
係
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
平
面
で
の
確
認
面
を
見
る
限

り
、
こ
の
事
実
関
係
は
間
違
い
の
な
い
こ
と
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

B
ト
レ
ン
チ
に
お
け
る
上
層
断
面
の
観
察
に

よ
る
空
堀
の
断
面
形
は
逆
台
形
を
呈
し
て
お
り
、

A
ト
レ
ン
チ
土
層
浙
面
に
お
け
る
空
堀
と
同
様

に
「
箱
堀
」
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

逆
台
形
と
い
う
形
状
に
は
類
似
点
が
認
め
ら
れ

ま
す
が
、
上
面
（
開
口
部
）
と
比
較
し
た
底
面

の
幅
が
狭
く
、
壁
の
立
ち
上
が
り
も
直
線
的
で

あ
り
、
急
角
度
な
傾
斜
を
持
っ
て
い
ま
す
。
A

ト
レ

ン
チ
断
面
と
の
こ
の
よ
う
な
相
違
が
、
異

な
っ
た
地
点
に
お
け
る
空
堀
の
機
能
の
違
い
に
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よ
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
地
形
な
ど
の
制

約
や
、
他
の
施
設
と
の
関
係
に
よ
る
構
築
方
法

の
違
い
で
あ
る
の
か
は

っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、

B
ト
レ
ン
チ
か
ら
北
東
部
の
堀
の
断
面
は
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
こ
の
よ
う
な
形
状
を
踏
製
し

て
行
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

次
に
土
層
堆
積
状
況
は
、
黒
褐
色
土
•
赤
褐

色
土
等
を
甚
調
と
す
る
層
に
分
け
ら
れ
、
地
山

崩
壊
土
と
考
え
ら
れ
る
赤
褐
色
土
が
主
体
と
な

っ
て
い
ま
す
。
B
ト
レ
ン
チ
に
お
け
る
堀
の
断

面
に
お
い
て
は
、
土
層
等
の
違
い
に
よ
る
時
期

差
な
ど
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。C

ト
レ
ン
チ
に
お
け
る
空
堀
は
、
調
森
区
域

の
範
囲
の
制
約
に
よ
り
、
南
東
側
半
分
強
を
検

出
し
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
一

方
、
断
面
形
態
は

今
ま
で
の
も
の
と
異
な
り
、
南
壁
に

”
段
“
を

有
し
、
底
面
に
も
凹
凸
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
複

雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
底
面
の

標
高
値
も
、

B
ト
レ
ン
チ
に
お
け
る
も
の
が
五

六

m
程
度
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、
五
四
・
六

m

と
な
っ
て
い
ま
す
。
南
側
土
嬰
と
北
側
土
塁
の

構
築
面
の
標
高
値
が
お
よ
そ
五
八
m
で
変
わ
ら

な
い
た
め
、
今
ま
で
の
空
堀
底
面
の
深
さ
よ
り

約

一
m
程
深
く
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

土
層
は
、
黒
褐
色
土
・
赤
褐
色
土
を
基
調
と

す
る
も
の
で
、
底
面
に
黄
褐
色
土
が
部
分
的
に

堆
栢
し
て
い
ま
す
。
こ
の
部
分
の
上
層
は
、
そ

れ
よ
り
上
層
の
土
と
異
な

っ
て
い
る
た
め
、
人

為
的
に
埋
め
戻
し
た
層
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
空
堀
の
確
認
段
階

で
は
、
そ
の
方
向
は

C
ト
レ
ン
チ
か
ら
さ
ら
に

北
束
方
向
に
向
か
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
と
は
別
に
、

D
ト
レ
ン
チ
か
ら

大
き
く
南
東
方
向
へ
屈
曲
す
る
も
う
ひ
と
つ
の

堀
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が

F
ト
レ
ン
チ
ヘ
と
至
る
堀
で
す
。
堀
の
確
認
面

は
、
北
東
に
向
か
う
も
の
は
黒
褐
色
土
で
し
た

が
、
こ
の

F
ト
レ
ン
チ
ヘ
向
か
う
堀
は
、
赤
褐

色
土
で
あ
り
、
土
質
の
違
い
か
ら
確
認
さ
れ
た

も
の
で
す
。
残
念
な
が
ら
、

D
ト
レ
ン
チ
を
掘

削
す
る
こ
と
に
よ
る
浙
面
で
の
新
旧
関
係
の
確

認
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

A
ト
レ
ン
チ
か

ら
の
空
堀
内
の
籾
土
の
共
通
性
か
ら
見
て
、
北

東
方
向
へ
向
か
う
堀
の
ほ
う
が
新
し
い
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
堀

が、

B
ト
レ

ン
チ
か
ら
延
び
る
堀
と
分
か
れ
た

地
点
が

C
ト
レ
ン
チ
付
近
に
存
在
す
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、

C
ト
レ
ン
チ
に
お
け
る
空
堀
断

面
が
不
整
形
を
呈
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
影
評

で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

〔北
東
側
空
堀
〕（
第
6
.
9
図
）

D
ト
レ
ン
チ
付
近
で
大
き
く
南
束
に
屈
曲
し

た
堀
は
そ
の
ま
ま
南
東
方
向
に
延
び
、
調
脊
区

東
壁
中
央
部
付
近
で
さ
ら
に
東
に
屈
曲
し
、
関

査
区
外
へ
及
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
間
を
北
東

側
空
堀
と
仮
称
し
て
お
き
ま
す
。

北
東
側
空
堀
の
軸
線
か
ら
東
側
の
部
分
に
つ

い
て
は
、
調
査
範
囲
の
制
約
か
ら
、
掘
削
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
不
明
な
部
分
が
多
く
な
ら
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
堀
幅
な
ど
‘

空
堀
の
平
面
的
な
規
模
等
に
つ
い
て
は
、

F
ト

レ
ン
チ
に
お
け
る
断
面
な
ど
を
見
る
限
り
、

B

ト
レ
ン
チ
に
お
け
る
も
の
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
な

差
は
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。
E
ト
レ
ン
チ
に

お
け
る
断
面
は
、
西
壁
か
ら
底
面
に
至
る
部
分

を
部
分
的
に
検
出
し
た
の
み
で
す
が
、
底
面
か

ら
壁
面
に
至
る
屈
曲
や
、
壁
の
傾
斜
等
に
つ
い

て
は

B
ト
レ

ン
チ
に
お
け
る
も
の
と
変
わ
り
な

い
と
考
え
ら
れ
、
箱
堀
の
形
態
は
踏
製
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
次
に
土
層
堆
積
状
況

に
つ
い
て
で
す
が
、
大
き
く
黒
褐
色
を
基
調
と

す
る
腐
食
土
層
•
壁
面
崩
壊
土
と
考
え
ら
れ
る

赤
褐
色
土
を
含
む
黒
褐
色
土
を
基
調
と
す
る

層
•
そ
し
て
黄
褐
色
士
を
基
調
と
す
る
層
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
特
に
巾
央
部
の
黒
褐
色
を
基
閲

と
す
る
土
層
帯
か
ら
上
層
と
下
層
は
土
質
が
異

な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
部
分
に
お
い
て
時
期

差
が
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

F
ト
レ
ン
チ
に
至
り
、
堀
は
九

0
度
に
近
い

形
で
東
に
屈
曲
し
、
関
査
区
外
へ
及
ん
で
い
き

ま
す
。
こ
の
断
面
形
態
も
基
本
的
に
は
逆
台
形

（
箱
堀
）
の
形
態
を
呈
し
て
い
ま
す
が
、
底
面
付

近
の
北
側
壁
に
段
を
有
し
ま
す
。
ま
た
壁
は
、

南
側
が
高
く
、
北
側
の
壁
に

二
倍
程
度
の
長
さ

を
持

っ
て
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
陪
堆
栢
状

況
を
見
る
と
、
上
層
か
ら
下
層
ま
で
、
南
側
か

ら
流
れ
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
土
層
が
圧
倒
的

に
多
い
た
め
、
こ
の
墜
の
長
さ
の
関
係
は
、
空

堀
の
使
用
当
時
か
ら
大
き
な
変
化
が
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

土
層
堆
栢
状
況
は
、
黒
褐
色
を
基
聞
と
す
る

腐
食
土
層
•
赤
褐
色
を
基
調
と
す
る
崩
壊
士
と

考
え
ら
れ
る
土
陪
、
そ
し
て
そ
の
間
に
人

っ
て

い
る
黒
褐
色
を
基
調
と
す
る
土
層
帯
に
分
け
ら

れ
ま
す
。一

方
、
先
に
述
べ
た
、
底
部
に
”
段
“
を

有
す
る
部
分
の
土
層
は
、
や
は
り
赤
褐
色
土
を

基
調
と
す
る
も
の
で
す
が
、
上
附
と
は
明
ら
か

に
異
な

っ
て
い
る
た
め
、
時
間
的
な
差
が
あ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
底
面
の
幅
は
、
上

幅
（
開
口
部
幅
）
に
比
べ
て
か
な
り
狭
く
、
こ

れ
ま
で
の
堀
の
断
面
と
は
異
な

っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
堀
の
断
面
形
態
に
お
い
て
、
上

幅
に
比
べ
て
底
面
の
幅
が
非
常
に
狭
い
‘
逆
三

角
形
を
呈
す
る
形
態
は

「薬
研
堀
（
や
げ
ん
ぼ

り
）
」
と
呼
ば
れ
、
特
に
壁
の

一
方
が
カ
ー
ブ
し

て
い
る
薬
研
堀
は

「片
薬
研
（
か
た
や
げ
ん
）

」
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と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
部
分
の
堀

の
形
態
は
、
当
初
は
薬
研
堀
で
あ
り
‘

一
定
の

期
間
使
用
さ
れ
た
後
、
底
面
が
埋
ま
る
か
埋
め

戻
さ
れ
、
さ
ら
に
新
た
に
北
側
の
壁
面
が
拡
幅

さ
れ
て
「
箱
堀
」
の
形
態
と
し
て
使
用
さ
れ
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
中
間
の
黒

褐
色
土
帯
の
直
上
の
土
陪
堆
栢
状
況
が
、
中
途

で
途
切
れ
て
お
り
、
形
状
を
見
て
も
新
た
に
掘

削
さ
れ
た
堀
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分

の
堀
に
つ
い
て
は
、
断
面
の
観
察
か
ら
少
な
く

と
も
三
期
に
及
ぶ
使
用
期
問
が
あ

っ
た
こ
と
が

推
察
さ
れ
ま
す
。

(=＿
)
そ
の
他
の
遺
構
に
つ
い
て

（第
6
図
）

調
杏
区
南
側
か
ら
は
、
迫
構
検
出
（
ジ
ョ
レ

ン
が
け
）
段
階
か
ら
複
数
の
小
穴
（
ピ

ッ
ト）

が
検
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ピ

ソ
ト

は
直
径
一
•
五
m
～
五
〇
c
m
の
規
模
を
有
し
、

形
状
は
楕
円
形
、
長
方
形
な
ど
様
々
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
深
さ
も

一
O
i
―
-
o
em
程
度
で
あ

り
、
ほ
と
ん
ど
の
ピ

ッ
ト
の
籾
土
に
基
本
土
陪

上
層
の
者
と
考
え
ら
れ
る
黒
褐
色
の
腐
植
土
が

入

っ
て
い
た
た
め
、
土
塁
や
空
堀
と
同
時
期
の

も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
後
世
の
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方、

B
ト
レ
ン
チ
の
空
堀
の
底
面
付
近
や
、

F
ト
レ
ン
チ
北
側
の
地
山
が
露
出
し
た
面
か
ら

検
出
さ
れ
た
ピ

ソ
ト
の
毅
土
に
つ
い
て
は
、
空

堀
と
同
様
に
、
地
山
崩
壊
土
と
考
え
ら
れ
る
黄

褐
色
な
い
し
は
赤
褐
色
土
が
入

っ
て
お
り
、
土

嬰
や
空
堀
に
伴
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
ピ

ッ
ト
の
籾
土
か
ら
は
、
焼

土
や
炭
化
物
を
発
見
し
て
お
り
、
火
を
受
け
た

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
ピ

ソ

ト
も
、
あ
く
ま
で
部
分
的
に
検
出
し
た
の
み
で

あ
り
、
ピ

ソ
ト
同
士
の
つ
な
が
り
な
ど
も
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
た
め
、
そ
れ
ら
の

性
格
を
、
た
と
え
ば
柱
穴
な
ど
と
い
う
部
分
に

ま
で
持

っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

（四
）
発
見
さ
れ
た
遺
物
に
つ
い
て

（第

10
図
）

出
土
し
た
追
物
は
陶
器
類
が
主
で
あ
り
、
今

回
の
調
査
区
か
ら
の
追
物
の
出
土
は
、
日
和
山

神
社
経
塚
か
ら
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

第

10
図

l
は
近
世
常
滑
焼
の
甕
の
口
縁
部
破

片
で
す
。
大
型
の
甕
の
破
片
で
、
外
面
は
赤
褐

色
を
呈
し
、
分
原
い
口
縁
部
を
有
し
て
い
ま
す
。

推
定
口
径
は
五
八

em
程
度
を
測
る
と
考
え
ら
れ
、

破
片
資
料
の
た
め
‘
詳
細
は
判
然
と
し
ま
せ
ん

が
、
類
似
資
料
に
よ
れ
ば
、
高
さ
は
七

O
cm
以

上
を
測
る
と
考
え
ら
れ
、
時
期
的
に
は
十
九
世

紀
前
半
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

2
は
、
筒
型
香
炉
の
破
片
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
小
片
で
あ
る
た
め
、
詳
細
は
判
然
と

し
ま
せ
ん
。
外
面
お
よ
び
内
面
の
口
縁
部
付
近

に
釉
が
認
め
ら
れ
、
口
縁
部
内
面
に
肥
厚
が
認

め
ら
れ
ま
す
。
時
期
的
な
部
分
に
つ
い
て
は
は

っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
十
六
世
紀
以
降
の
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
3
は
陶
製
の
鉢
で
、

4
の
蓋
と
お
な
じ
場
所
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す

が
、
同

一
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
期
的

に
は
、
器
形
か
ら
推
察
す
る
と
‘
十
九
世
紀
の

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

4
の
蓋
も
、

時
期
的
に
は

3
と
同

一
に
時
期
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

＞

第
二
地
点
の
調
査

1

調
査
の
方
法
と
調
査
経
過

平
成
十
年
に
石
巻
市
都
市
計
画
課
に
よ
り
、

調
査
地
点
の
北
側
の
山
の
斜
面
を
崩
落
防
止
の

た
め
に
ブ
ロ

ッ
ク
で
籾
う
計
画
が
持
ち
上
が
り
、

工
事
の
際
に
立
ち
会
っ

た
と
こ
ろ
‘
土
塁
の
断

面
を
発
見
し
た
た
め
、
記
録
に
よ
る
保
存
を
目

的
と
し
た
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
第
―
一地
点

の
調
査
は
、
既
に
工
事
の
た
め
に
幅
約
一
―
.
J
i

2
 

m
、
長
さ
一
―0

m
ほ
ど
の
ト
レ
ン
チ
が
地
山
面

ま
で
掘
削
さ
れ
て
い
た
た
め
、
重
機
等
に
よ
る

新
た
な
掘
削
行
為
を
実
施
す
る
こ
と
は
せ
ず
、

4
 

3
 



石巻市文化財だより (28) 

11,r---

土層説明

黄褐色土 8 黄褐色土 17 黄橙色土
2 a黄褐色土 9褐色士 18 黄橙色土

3 b黄褐色土 10 黄褐色土 19 暗褐色土

3 黄褐色土 12 黄褐色土 20 褐色土
4 黄褐色土 13 黄褐色土 21 褐色土，黄橙色土

s 黄褐色土 14 黄褐色土 22 暗褐色土
6 黄褐色土 15 黄褐色土 23 褐色土

7 黄褐色土 16黄橙色土

（左ページ土層断面図土層説明）
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(30) 石巻市文化財だより (29) 

表土（盛土）

（土塁 断 面）

地山

地山

地 山

表土（盛土）

地山

地山

トー57,000m

地山

B
」

…撹乱•木根

…土塁内部で黒褐色を基調とする土層（一部黄褐色を含む）

…遺構と考えられる堀込
t怨姶啜改

瓦や,.

忍ゞ …礫断面ぷ洪

□…土塁内部で黄褐色を基調とする土層（一部黒褐色土、暗褐色土を含む）

第12図第二地点調査区土層断面図



(31) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

土
塁
等
の
断
面
を
削

っ
て
層
の
堆
栢
状
態
を
明

ら
か
に
し
、
断
面
図
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
ト
レ
ン
チ
の
底
面
か
ら
も
遺
構
と
考
え
ら

れ
る
部
分
を
検
出
し
た
た
め
‘
こ
の
部
分
を
面

的
に
押
さ
え
、
そ
の
範
囲
等
を
記
録
す
る
に
と

ど
め
ま
し
た
。

2

発
見
さ
れ
た
遺
構

（第

11
図
）

上
塁
の
ほ
か
、
断
面
に
か
か

っ
て
人
為
的
に

掘
り
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
追
構
や
、
断
面

に
か
か
ら
ず
に
ト
レ
ン
チ
底
面
に
お
い
て
追
構

が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査
区
に
並
行

す
る
道
路
（
鹿
島
御
児
神
社
境
内
に
至
る
市
道
）

を
挟
ん
で
反
対
側
の
斜
面
も
工
事
の
際
に
若
干

削

っ
た
と
こ
ろ
、

北
側
の
続
き
と
考
え
ら
れ
る

士
塁
の
梢
土
を
発
見
し
ま
し
た
。

（
一

）

土

塁

（第

1
1
.
1
2
図
）

検
出
し
た
土
塁
は
、
第

一
地
点
か
ら
続
く
丘

陵
尾
根
付
近
の
西
側
斜
面
に
構
築
さ
れ
て
お
り
、

西
側
端
部
が
若
干
削
平
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
レ

ン
チ
の
断
面
で
は
空
堀
の
断
面
は
発
見
さ
れ
な

か
っ
た
た
め
、
土
塁
と
堀
と
の
関
係
は
不
明
で

す
が
、
お
そ
ら
く
第

一
地
点
調
査
区
の
西
側
に

南
北
に
走
る
市
道
の
下
に
存
在
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
調
査
区
は
、
土
塁
を
ほ
ぼ
直
角
に
分

断
し
て
お
り
、
断
面
か
ら
考
え
ら
れ
る
土
塁
の

幅
は
八

m
程
度
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
東

側
斜
面
か
ら
続
く
黒
褐
色
土
帯
が
、
調
査
区
中

央
部
に
ま
で
及
ん
で
お
り
‘
こ
の
層
も
土
嬰
か

ら
続
く

一
連
の
も
の
と
し
て
捉
え
た
場
合
の
長

さ
は
‘
―
二
•
五
m
に
も
な
り
ま
す
。
土
塁
は

地
山
面
に
直
接
構
築
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

頂
部
ま
で
の
裔
さ
は
約
二

m
を
測
り
、

壁
は
西

側
か
ら
緩
や
か
な
弧
を
描
い
て
立
ち
上
が
り‘

東
側
は
比
較
的
直
線
的
に
、
非
常
に
緩
や
か
な

傾
斜
を
つ
け
て
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
塁
の
栢
土
は
、
地
山
面
か
ら
見
て
黒
褐
色

土
↓
黄
褐
色
土
↓
黒
褐
色
上
の
順
に
和
ま
れ
手

織
り
、
そ
の
上
を
黒
褐
色
の
腐
植
土
が
親

っ
て

お
り
「
版
築
土
塁
」
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。

第

一
地
点
に
お
け
る
土
塁
に
は
い
わ
ゆ
る

「犬

走
」
の
よ
う
な
構
造
を
も
っ
た
部
分
が
観
察
さ

れ
ま
し
た
が
、

今
回
の
部
分
で
は
発
見
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
‘
こ
れ
ら
の

栢
土
は
、
黄
褐
色
土
を
挟
ん
で
上
部
と
下
部
と

も
や
や
束
側
に
傾
斜
し
な
が
ら
も
、
ほ
ぼ
水
平

に
近
い
形
で
梢
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
黄
褐

色
部
分
に

つ
い
て
は
他
の
部
分
と
の
柏
み
方
の

違
い
が
あ
る
に
せ
よ
‘
上
部
と
下
部
の
黒
褐
色

陪
に
は
、
大
き
な
梢
み
方
の
相
違
が
認
め
ら
れ

な
い
た
め
、
こ
の
土
嬰
に
つ
い
て
は
、
再
構
築

等
の
時
期
的
な
隔
た
り
は
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
二
）
そ
の
他
の
遺
構

ま
ず
、
土
塁
の
東
壁
（
も
し
く
は
土
塁
直
上

の
生
活
面
）
に
接
し
て
、
黒
褐
色
土
で
構
成
さ

れ
る
複
数
の
黒
褐
色
陪
を
検
出
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
附
は
、
地
山
ブ
ロ

ッ
ク
を
含
み
‘
し
ま

り
が
あ
る
硬
質
の
階
で
あ
り
、
通
路
な
ど
に
使

用
さ
れ
た
追
構
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
‘
閥
査
区
の
土
荊
断
面
に
は
複
数
の
追

構
と
考
え
ら
れ
る
堀
込
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、

特
に
調
査
区
の
東
側
か
ら
検
出
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
面
的
に
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
工
事
の
た
め
に
掘
削
し
た
ト
レ

ン
チ
の
底
面
が
、
地
山
面
を
か
な
り
掘
り
込
ん

で
い
る
た
め
、
面
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た

部
分
に
つ
い
て
も
、
部
分
的
に
掘
削
し
て
み
た

結
果
、
非
常
に
浅
く
‘
追
構
の
底
面
の

一
部
で

し
か
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
と
は
い
え
‘
断

面
と
平
而
か
ら
見
た
こ
れ
ら
の
追
構
は
、
柱
穴

に
近
い
形
状
を
成
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
掘

り
込
ま
れ
た
面
に
つ
い
て
も
‘
土
塁
構
築
面
と

同

一
も
し
く
は
そ
れ
よ
り
も
古
い
面
で
あ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

VI

ま
と
め

こ
の
章
で
は
、
今
回
の
調
査
成
果
の
再
確
認

と
、
過
去
に
実
施
さ
れ
た
調
査
成
果
な
ど
を
踏

ま
え
た
石
巻
城
跡
の
姿
を
考
え
て
み
る
事
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

1

土
塁
と
空
堀
に
つ
い
て

今
ま
で
に
、
幾
人
も
の
研
究
者
に
よ

っ
て

H

和
山
の
項
を
中
心
と
し
た
館
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
城
郭
の
閑
杏
i

は
、
文
献
等
に
よ
る
も
の
の
他
に

「縄
張
り
閲

査
」
と
い

っ
て
全
体
的
な
地
形
を
調
査
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
館
の
構
造
や
機
能
を
判
断
す
る
方

法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
発
掘
調
査
は
、

そ
の
よ
う
に
し
て
調
査
さ
れ
た
城
郭
の
ご
く

一

部
分
を
、
実
際
に
発
掘
し
て
み
る
こ
と
に
よ

っ

て
明
ら
か
に
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。

第

一
地
点
に
お
け
る
土
塁
と
空
堀
は
、

調
査

区
の
南
壁
か
ら
北
東
方
向
に
延
び
て
い
ま
し
た
。

空
堀
に
つ

い
て
は
、
調
査
区
の
北
東
側
に
お

い

て
分
岐
し
、

一
方
は
そ
の
ま
ま
東
に
延
び
て

い

く
と
考
え
ら
れ
る
も
の
。
そ
し
て
も
う

一
方
は
、

南
走
し
た
後
‘
急
角
度
で
東
に
折
れ
曲
が
り
‘

闊
査
区
外
へ
及
ん
で
い
く
も
の
で
し
た
。

一
方
‘

土
塁
は
調
査
区
北
側
に
お

い
て
途
切
れ
、
そ
の

後
、
南
走
す
る
空
堀
に
伴
っ
て
や
は
り
南
走
す

る
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
の
場
所
で
途
切
れ
て
し

ま
う
の
か
は
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
報
告
の
際
に
言
及
し
た
、
調
査

区
東
壁
で
確
認
し
た
土
塁
の
名
残
と
も
考
え
ら

れ
る
痕
跡
は
、
先
の
土
塁
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
別
な
も
の
で
あ
る
の
か
、

今
後
明
ら
か
に
し
て
い
く
べ
き
余
地
を
残
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
土
塁
に
つ
い
て
は
、
第

一
地
点
、
第

二
地
点
と
も

「版
築
」
の
エ
法
を
用
い
て
い
る

と
い
う
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
‘
栢
手

（つ

み
て

一
附

一
陪
の
土
の
栢
方

の
違
い
）
に
よ
る
時
期
差
（
再
構
築
等
の
可
能

性
）
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
空
堀
に
つ
い
て
は
部
分
的
に
せ
よ
堆
積

土
の
土
質
に
よ
り
複
数
時
期
使
用
さ
れ
た
可
能

性
を
示
唆
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
土
質
の
差
と
し
て
は
、
空
堀
の
底
部

付
近
と
考
え
ら
れ
る
部
分
に
、

地
山
崩
壊
土
と

考
え
ら
れ
る
風
化
火
山
灰
土
（
ロ
ー
ム
）
の
再

堆
栢
土
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
い
う
共
通
点
が

あ
り
、
極
め
て
硬
質
で
あ
っ
た
た
め
、

二
回
目

以
降
の
使
用
の
際
に
は
突
き
固
め
ら
れ
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
空
堀
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の
断
面
形
は
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が

「箱
堀
」

の
形
態
を
呈
し
て
い
ま
し
た
が
、
調
査
区
束
端

に
お
け
る
堀
の
断
面
に
、
初
期
段
階
に
は

「薬

研
堀
」
で
あ
り
、
そ
の
後
箱
堀
へ
と
再
構
築
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
痕
跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
地
点
か
ら
は
空
堀
は
発
見
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
土
塁
の
位
誼
関
係
や
、
粕
手
の
共
通

性
か
ら
第

一
地
点
と
つ
な
が
る

一
連
の
も
の
で

あ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
土
塁
は
第
一
＿地
点
か

ら
さ
ら
に
南
走
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
以
上
の
追
構
の

構
築
方
法
は
、
明
ら
か
に
中
世
の
館
の
特
徴
を

表
す
と
考
え
ら
れ、

石
巻
城
跡
が
従
来
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
中
世
の
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
、
発
掘
調
査
に
よ
り
城
郭
の
部
分

的
な
樅
造
を
解
明
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
明
確
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
ま
す
。

2

石
巻
城
跡
の
姿

（第
13
図
）

次
に
、
過
去
の
調
査
や
縄
張
り
閲
査
な
ど
に

よ
る
成
果
も
加
昧
し
た
、
現
在
わ
か
っ
て
い
る
石

巻
城
跡
の
姿
を
説
明
し
て
み
る
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
ず
、
地
形
的
に
見
た
場
合
に
、
第

一
地
点

の
東
側
の
縁
辺
部
に
は
複
数
の
張
り
出
し
が
見

ら
れ
、
発
掘
調
査
後
の
縄
張
り
閲
査
に
よ
っ
て

土
塁
状
の
構
造
と
腰
曲
輪
と
考
え
ら
れ
る
施
設

が
存
在
し
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
地
点
の
北
東
側
の
崖
面
に
斜
面
と

平
行
し
た
形
で
複
数
の
竪
堀
が
存
在
し
て
い
る

可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
第

一

地
点
か
ら
第
二
地
点
へ
と
至
る
土
塁
と
空
堀
は
、

こ
の
後
さ
ら
に
南
走
し
、
日
和
山
の
南
側
の
崖

付
近
に
ま
で
及
ぶ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

土
塁
と
空
堀
は
、
標
高
約

Ji
o
m
か
ら
六
0
m

の
部
分
に
構
築
さ
れ
て
お
り
‘
館
の
中
心
と
な

る
施
設
は
こ
こ
よ
り
も
さ
ら
に
上
の
平
場
に
造

ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
強
い
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
下
に
も
新
た
な
追
梢
が
あ
る
可
能

性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
昭
和
五
十
八
年

に
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
地
点
は
こ
れ
ら
の

地
点
の
南
西
側
の
平
場
に
近
い
緩
斜
面
で
あ
り
、

多
く
の
柱
跡
を
伴

っ
た
掘
建
柱
建
物
跡
と
考
え

ら
れ
る
追
構
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
部
分

の
標
高
は
四

0
m
か
ら
五

0
m
の
範
囲
で
、

残

念
な
こ
と
に
追
物
は
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
地
山
直
上
の
整
地
層
と
考
え
ら
れ
る
土
層

に
は
、
第

一
地
点
に
お
け
る
空
堀
の
下
層
の
堆

積
土
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
火
山
灰
土
の
崩
壊
土

が
あ
り
、
注
意
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
整
地
陪
は
日
和
山
公
園

か
ら
す
ぐ
西
の
、
標
高
五

0
m
ほ
ど
を
測
る
地

点
か
ら
も
確
認
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
は
石

巻
城
跡
の
範
囲
に
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

3

葛
西
氏
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

今
回
の
調
査
に
お
い
て
は
、
葛
西
氏
に
か
か

わ
る
決
定
的
な
証
拠
（
追
物
等
）
は
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
石
巻

城
跡
が
中
世
の
館
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
猿

財
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
紹
西
氏
に
関
わ
り
を

第13図 石巻城跡の姿

持
つ
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
強
ま

っ
た
と
い
え

ま
す
。
石
巻
城
が
機
能
し
て
い
た
時
代
に
は
、

日
和
山
の
東
側
に
は
現
在
あ
る
よ
う
な
大
河
は

流
れ
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
稲
井
地
域
か
ら
流
れ
込
ん
で
き
た
真
野
川

が
流
入
し
、
そ
れ
と
追
放
川
が
つ
な
が

っ
て
い

た
可
能
性
が
あ
り
、
史
実
が
示
す
よ
う
に
、
認

西
氏
が
牡
鹿
（
石
巻
）
を
は
じ
め
と
す
る
陸
奥

五
郡
二
保
の
領
地
を
与
え
ら
れ
‘
牡
鹿
郡
か
ら

内
陸
部
へ
の
河
川
物
流
の
河
口
拠
点
と
し
て
、

石
巻
が
軍
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
す
。
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